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東京歯科大学千葉校舎完成す

新校舎紹介 その I 建物

E旬 円
以

A
~
 

実習講義棟

野E事場

巴; グランド





。

。

。



新校舎紹介 そのH 校舎内部

講堂内部 図書館悦覧室

厚生棟第 1食堂 厚生棟学生ホー )1





新校舎紹介 そのE 課外活動の場



千葉校舎開校式・千葉病院開院式

開校式での理事長挨拶

開院式でのテープカット



東京歯科大学千葉校舎竣工式

修械式・竣工式

修 械 式

講堂における竣工式 竣工式典出席の各理事



祝賀パーティ

体育館における祝宴



東京歯科大学創立90周年記念式

式典における河運会長挨拶

鹿島俊旋土宝事長

式典における校歌斉唱 松宮誠一学長



記念祭歌発表・祝賀パーティ

講堂における記念祭歌の発表



東京歯科大学同窓会
評議員会・総会・懇親会

(昭和56年11月6日)

叙重力・褒章者顕彰式

評議員会 総会

懇親会 懇 親 会



東京歯科大学創立90周年記念祭歌
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記念祭歌の誕生まで

この記念祭歌ができるまでの経緯のあらましを記録しておく。

昭和田年 1月，6月 中久喜喬教授沖縄出張の際，千葉校舎竣工並びに創立90周年を記念して祝典歌

が欲しいとの意向を，沖縄で作曲活動している旧知の同窓高江洲義寛氏に伝え，語り合う。

昭和田年 6月9日(火〉 全体教授会において創立 90周年記念事業実行委員会が発足し， 松宮誠一学長

により記念祭歌小委員会が組織され本格的活動に入った。

昭和56年 6月20日(土) 実行委員会委員長より中久喜記念祭歌小委員長を介して高江洲義寛氏に正式

に作曲を委嘱した。

昭和田年 6月22日(月) 記念祭歌を学内に公募し 9月 1日に締め切る。

昭和田年 9月7日(月〉 記念祭歌小委員会で応募作品 5編について歌詞を選定した。

との打ち合わせで補作の必要ありとし検討した。

昭和56年10月5日(月〉 歌詞 1，2，3番を決定し作曲を高江洲義寛氏に依頼する。

昭和56年10月10日(土) 作曲が最終的にできあがる。

昭和田年10月18日(日) 初めて東京歯科大学合唱部，同管弦楽部，記念祭歌小委員会の代表と作曲者，

指揮者との打ち合わせとなる。それによって， オーケストレーション等の編曲を作曲家新垣壬敏氏

に依頼する。

昭和田年10月23日(金)

作曲者その後，

オーケストラ用楽譜ができあがる。
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4乍曲者のことば

この記念祭歌の曲は， 50余年の歴史を持つ東京歯科大学校歌(北原白秩作詞，山田耕符作曲〉の曲風

にならい，大学創立90周年を記念し，あわせて千葉校舎の誕生を祝い， わが母校の光輝ある未来への羽

ばたきを祈りつつ， AlIegro moderato (軽快に，中庸)のテンポの中に，明るく Conbrio(輝きをも

って〉で歌える曲にしました。

流れるようなメロディーに若々しさを基調とし， なおかつ優雅な曲風に努めました。そして， メロデ

ィーも高すぎないよう配慮、し， ユニゾン(斉唱)でも， コーラスでも歌え， ハーモニーの響きに工夫し

ましTこ。

イ乍調について

歌詞は， 高江洲義矩氏の作品をもとにして合作形式をとり， 最終的には 5編の応募作品を 1編にまと

めま した。

歌詞 1番は水道橋母校の永遠を時計台に象徴して歴史と伝統を寵い， r高雅学風徹千古」は野口英世博

士が東京歯科大学のために輝主主(大正13年〕 されたもので， 現在遺墨として保存されています。 2番は

千葉における新生母校の未来を若い学生諸君の力に期待してその発展を祈り， 3番は医学の祖ヒポクラ

テスの精神に基づいて「この身を試し」としました。

作曲者 高 江 洲 義 寛 (たかえす よしひろ〉

1942年沖縄県に生まれる。

東京歯科大学卒業。お茶の水キリスト教音楽院作曲科卒業。作曲を高田三郎， 指揮を長谷川

朝雄，声楽を松山憲善の各氏に師事。

日本やアジアの伝統音楽をモチーフにした現代音楽の分野における作品および「わらベうた」

古典芸能の研究 ・保存活動に携わっている。

昭和52年文化庁芸術祭優秀賞受賞。受賞作品「南風の詩J，著書「沖縄のわらベうたの世界」

「沖縄民謡合唱曲集」その他。レコード ・映画音楽 ・合唱作品あり。

現在，沖縄にて歯科診療および作曲を中心とした音楽活動を展開している。

編作曲者新垣壬敏 (あらがき っぐとし〉

1938年フィリッピンに生まれる。

国立音楽大学作曲科卒業。

和声学を増田宏三，作曲法を高田三郎に師事。

く教会施法によるミサ曲>く混成合唱のためのミサ幽 平和の願い>や40曲以上の詩編， モ

テットの作品の他，演奏会のためのアリアく人魚のうた>く冬木立>， フルートのための

く憂い〉等の作品がある。

編著「合唱典礼聖歌集1.][Jrグレコリオ聖歌と日本の典礼聖歌」等。

現在，白百合女子大学専任講師 ・尚美音楽短期大学講師 ・東京カテトラル聖歌隊指揮者。

指 揮 者団代俊文 (たしろ としふみ〉

1952年佐賀県に生まれる。

東京音楽大学卒業。指揮を三石精一， F. Eggerman， ピアノを鈴木博子，石井千穂，作曲を

富永定の各氏に師事。

現在，東京音楽大学指揮助手， 東京歯科大学管弦楽団指障者， 東京室内歌劇場， 東京オペラ

プロデユース， ステファノオペラ劇場等の副指揮者を務める。 とくに， 東京歯科大学管弦楽

団の演奏指揮には 1977年指揮者として就任以来， 部員一同からの信望厚く ，メンバーに新旧

の入れ替りの起こる大学のオーケストラとし、う事情のもとでその育成に尽されている功績は

多大である。
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千葉校舎竣工ならびに創立90周年を迎えて

会長河過清治

ローマは一日にして成らずと申しますが，先日ローマを訪れ，その歴史の重みを身をもって感じ

てまいりました。

母校は，明治23年高山先生の御発足による我国最古の歴史をもっ歯学で，これを血脇校長が受け

つがれ，水道橋に東京歯科医学専門学校として明治の末に認定されました。

そして，大正に至り発展をとげたが，おしくも関東大震災にて校舎は焼失してしまいました。

しかし当時同窓会長も兼ねておられた血脇校長は，歯学教育に熱意をもやされ，全国の同窓に

協力をよびかけ，昭和の初め，東洋一と称された校舎を水道橋に再び設立され日本の歯学教育の中

心とな った。これを奥村学長が引きつがれ，戦中戦後の厳しさにたえ母校を我国初の歯科大学に昇

格させ，ついで福島学長，杉山学長，そして関根学長に引きつがれるに至りました。しかし水道橋

では大学教育の場としては手狭となり，鹿島理事長指導のもと千葉に新天地を求め，関根永滋前学

長は白からを顧みず全力をつくされましたが，在任中他界されましたことは誠に残念なことでし

た。

これを受けつぎ松宮学長は，鹿島理事長の協力により千葉校舎の落成にこぎつけました事は，誠

に感慨深いものがあります。

一方，同窓会としては井上名誉会長の御発案による同窓会80周年記念募金もこのたび予定以上に

完納しました事は，これもひとえに地域連合会会長をはじめ各県支部長ならびに全国会員の皆様の

絶大なる母校愛のたまものであります。

そしてあの落成式ならび，90周年記念式典にあたり我が同窓である韓国の姉妹校延世(セブラン〉

大学金用瑠学長，我校の古い歴史に魅せられ姉妹校を申し込まれた米国フロリダ州立大学の Don，

L. Allen歯学部長，永い研究の場でつながりのあるスウ ェー デン国の姉妹校であるカロリンスカ

大学の Lennart Edwall歯学部長，ならびに中華人民共和国の同窓，寅群隼，柳歩育， j割l鱗蕃，

李陽斯，先生方の御出席をいただき国際的な雰囲気のうちに式典を迎えましたことは，母校90周年

の歴史の重みをつくづく感じさせられました。



お知 らせ

新年交歓会 御 案 内

恒例の新年交歓会は昭和57年 1月1日 (金〉の午後 1時から行います。ご家族の皆様と御家庭で

ゆっくりと新春を迎えられた後，母校水道橋にご参集裁き，旧知旧友と共に新年を芳いて戴きたい

と存じます。

日時昭和57年 1月 1日 (金)午後 1時

場所東京歯科大学 (水道橋校舎)中央ホール

東京歯科大学

理事長

学長

o TDC卒後研修セミナー '82日程

〔主題〕 生体と修復の調和を求めて

鹿島俊 雄

松宮誠

同窓会長

父兄会長

がj 没清治

大川豊太郎

とき 第1回昭和57年 2月20日(土)，第 2回|司 3JU:HI (土)，第 3回|司 4月17日(土)，

第4回 同5月15日(土)，第 5回同 6Jj19L1(土)，第 6回同 7月17日(土)，第 7回

同9月18日(土)それぞれ午前 9時30分より午後 4[1寺30分まで

ところ 経団連会館(地下鉄丸の内線 ・千代田線 ・東回線大手町駅，国電東京駅下半〉

応募期限昭和56年 1月31日

O 昭和57年度東京歯科大学入学院験

期 日 (1)学科試験 ・小論文試験 ・適性試験:2月 1日(月)， 2日(火)

(2)面接試験 ・健康診断:2月3日(水)， 4日(木)， 5日(金〉のうち大学の指定する

いずれか 1日の午前または午後

試験場 東京歯科大学千葉校舎

発 表 昭和57年 2月10日(水〉午後 4時

入試要項，大学要覧，願書一式は千葉校舎教務課に 1，500円(郵送の場合は切手 350円分を

同封〉を添えてお申し込み下さし、。なお，水道橋校舎でもお頒け致しております。詳細は本

号38頁をご覧下さし、。

O 昭和56年度東京歯科大学歯科衛生士専門学校入学試験

期 日昭和57年 2月25日(木)， 26日(金〉

試験場 東京歯科大学歯科衛生士専門学校(水道橋〉

合絡者発表 昭和57年 2月27日〈土〉午後 3時

入学試験要項ならびに願書一式は水道橋校舎(三崎町〉歯科衛生士専門学校教員室で 600円

でお頒けしております。なお，郵送の場合は 670円を現金書留あるいは郵便為替でお送り下さ

い。なお，詳細は本号40頁をご覧下さし、。

0 第 215回東京歯科大学学会例会

とき 昭和57年 3月6日(土〉

ところ 東京歯科大学千葉校舎

2 



本部 短信

1) 行事出張，その他

9月28日 卒後研修特別委員会(企画作業小委

員会〉

10月1日 役員打合会(在京副会長，総務，渉

外部担当理事〉

1日 卒後研修特別委員会(企画作業小委

員会)

3日 地域支部連合会長会

3日 同窓会顧問会

5日 広報部委員会

6日 副会長正岡健夫氏逝去(午後4時54

分〉

8日 役員打合会〈共済部担当理事〕

8日 学術部委員会(進学指導セミナー担

当〕

8日 副会長故正岡健夫氏葬儀熱田理事

参列

17日 全国歯科大学同窓，校友会懇話会

伊丹副会長，福本，熱田，天野理事

出席

17日 東海地域支部連合会総会井上名誉

会長，津島，伊藤理事出張

17日 北陸地域支部連合会総会安嶋副会

長，浜野，白崎理事出張

17日 新潟県支部総会阿部副会長出張

20日 常任理事会

22日 卒後研修特5.11倭員会(合同)

24日 広島県支部総会安嶋副会長出張

3 

25日 副会長故正岡健夫氏愛媛県歯科医師

会葬井上名誉会長，天野理事参列

29日 役員打合会(在京副会長，総務，会

計，渉外，学術，共済部担当理事〉

11月3日 大阪歯科大学創立70周年記念第 8回

全国同窓会会員大会伊丹副会長出

席

5日理事会

6日 昭和56年度評議員会，後援会総会，

定時総会懇親会(午前10時於高

輪プリンスホテル〉

11月7日 千葉校舎竣工式並びに祝賀会(竣工

式午前10時祝賀会午後 1時)河浅

会長他役員列席

8日 大学創立90周年記念式典並びに祝賀

会(記念式典午後 1時祝賀会午後

3時〉河港会長他役員列席

10日 広報部委員会(会報編集)

11日 卒後研修特別委員会(企画作業小委

員会〉

13日 第10回コeルフ大会河溢会長出張

14日 九州地域支部連合会総会(鹿児島県

支部担当)伊丹副会長，天野，林組

事出張

23日 近畿地域支部連合会総会河漫会長，

杉山，林理事出張

27日 東京地域支部連合会総会河溢会長，

海老原理事出張



昭和56年秋の叙勲，褒章並びに昭和56年度目歯政連褒章受章の栄誉に浴された本会関係諸先

生は次のとおりであります。心からお祝い申し上げます。(敬称略)

(叙勲受章者〉 (褒章受章者〉

勲二等瑞宝章 松宮誠一(東京都) 藍 綬 褒 章 辻村松一(三重県〉

勲四等瑞宝章 問中益穂、(長野県) 藍 綬 褒 章 奥瀬 馨(青森県〉

勲五等双光旭日章 浜田謹之助(鹿児島県〉 藍 綬 褒 章 菊池文雄(栃木県)

勲五等双光旭日:章 中川六男(山梨県) (日歯政連褒章受章者〉

勲五等双光旭日章 高橋統男(山形県〉 功 績 章 井上 員(東京都〉

勲五 等 瑞 宝 章 小泉徳三(神奈川県) 功 績 章 鈴木貞一(東京都〕

勲五等瑞宝章 村松富次郎(山梨県〉 功 績 章 田中益穂(山梨県〉

勲五等瑞宝章 杉山禄七郎(静岡県〕

東京歯科大学同窓会

団体総合所得補償 保 険 の お す す め

同窓会会員諸先生方の福祉共済の一環として，

かねてから企画しておりました，所得補償保険

を， w東京歯科大学同窓会団体総合所得保償保険』

として立案し，本年の同窓会評議員会，定時総会

に第12号議案としてお計りいたしましたところ，

多数の御賛同を得て成立いたしました。

この保険は， 2つの保険をドッキングさせたも

ので，一つは所得補償保険，もう一つは積立ファ

ミリー交通傷害保険であります。この二種類をド

ッキングさせることで会員御本人の休業時の補償

と，御本人及び御家族の交通建物火災等にかかわ

る傷害に対する補償をしようと L、う意図でありま

す。(所得補償+積立ファミリーJ(所得補償の

みJ (積立ファミリーのみ〕の 3種類15型のどの
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型に御加入されても結構です。詳細については，

同封してあります， (御案内]をお読み下さし、。ハ

ガキに御希望の向きを記入していただき昭和57年

2月20日の受付締切日迄に同窓会事務局宛に御返

送いただきますと，全国の安田火災海上保険会社

の現地代理j古から係員が説明に参上いたします。

70才以上の方の場合は，加入できる型がきまって

おりますので， とくに，ハガキに年令を明記して

下さい。

団体保険は，加入される方が多ければ多い程，

メリットが高くなり，会員の利益につながるもの

であります。多くの先生方の御加入をおまち申し

あげ ます 。( 共済 部)



抜去歯牙を捨てないでグ

後輩のた め に役立て よ う

現在専門課程 4年に在学中の第86期生の国家試

験も真近かに迫り ，例年の如く国家試験に使用す

る天然歯の収集状況は，かなり不充分な状態とい

えます。

国家試験に必要な天然歯は上顎中切歯，上顎第

1 ，第 2小臼歯，上顎第 1大臼歯で，中切歯を左

右 2本，小大臼部を並びていずれも石官ブロック

中に植立して試験に使用します。歯学のめざまし

い進歩， 口腔衛生思想の普及などにより，抜去さ

れる歯牙も激減しているのが現状で¥学生諸君が

一軒一軒歯科医院を訪問しましても，頂裁できる

数はわずかなものです。さらに従前にも増して，

歯学の進歩に伴なう教科内容の高度化とあいま っ

て歯科医院訪問に時間をなかなかさけない状態に

あります。

同窓会会員各位におかれましては，学生が先生

方の診療所を訪問して抜去歯牙を頂戴にあがった

折には，ぜひご協力をお願いし、たします。

また，国家試験は窟洞形成，髄室開拡が試験問

題として出題されることが多い関係上，折角の抜

去歯牙も乾燥していますと破折など受験生にとっ

ては，思いもかけぬ事になりますので，抜歯後直

ちに固定液 C70%消毒用アルコールもしくは10%

ホルマリン〉中に漫漬保存して頂くようお願い致

します。

なお，既に収集して下さっている歯牙あるいは

収集願う歯牙につきましては，ご面倒でも下記に

ご一報下さるよう重ねてお願い致します。

干 260千葉市真砂 1-2-2

東京歯科大学学生課宛

電話 0472一79-2222

またご郵送いただける場合には， 70%アルコ ー

ル浸潰の状態で(ホルマリンは劇物ですので郵送

中の事故の心配があります〉お送り下されば幸い

です。

抜去歯牙は

口の中から→保存ビンへ

同窓会会員各位 ! 

歯科医師国家試験用放去歯牙収集に関

するご協力依頼

師走もおし追った今日この頃ですが，会員各

位にはご健勝のことと拝察申し上げます。

さて，この度明春の国家試験に備え，専門課

i 程 4年に在籍中の学生諸君は鋭意諸準備を進め

ておりますが，特に保存実地試験に必要な天然、

i 歯 Cili立旦左右いずれも可，なるべくノンカ

リエス〉の収集に大変苦労している状態です。

東京歯科 大 学 同 窓 会 会 長 河 違 清 治 I 
東京歯科大学父兄会会長大川豊太郎

5 

ここ何年か，この件で同窓各位に多大なご協

力を頂いており ，大変恐縮しております。 i
本学が過去から国家試験に高い合格率を示す i 

ことができましたのも，ひとえに先生方のご協 ! 
力の賜物と深く感謝しております。

つきましては，本年も会員各位の絶大なるご

理解，ご協力により，国家試験に万全な対策を

もって臨みたいと思いますので， 何卒ご支援，

ご協力を心よりお願い申し上げます。



正岡健夫副会長 のご逝 去 を悼 む

東歯同窓会副会長正岡健夫君は去る， 10月6日

病気の為め，奥様始めご家族ご一同のお手厚き看

病の効もなく遂に永眠されました。行年65才の若

さでした。ご家族のご愁傷幾許りでありましょ

う。

君は昭和15年3月，東京歯科医学専門学校をご

卒業，一時南方燃料本部軍医部に軍医として勤

務，昭和22年愛媛県庁歯科診療所勤務， 36年に歯

科診療所を開設されました。

昭和45年 1月，福島秀策会長当時地区選出理事

として以来5期10年間，昨年11月より同窓会副会

長に選任されました。副会長就任の挨拶に， I私

は常に大英帝国の哲学者カーライルが申しました

ように，“大英帝国はインドを失いてもシェークス

ピヤを失ってはならない。"その言葉は今でも自分

の脳裏から離れません。私はそれを信条として今

日まで歩みつづけて来た医政の道であります。」

と力強く結ばれた君は，人格識見共に優れ人間性

の溢れた良き指導者でありました。衆望を荷って

実に 9期18年間県の会長を努められた事を以って

してもいかに身を殺して仁を為されたかがわかり

ます。君はまた日本歯科医師会副会長をも一期 2

年，他にも数々の重要な職責を歴任されました。

君は単に医政方面ばかりでなく地域社会は勿論

国政にも関係を持ち，去る10月25日の県歯科医師
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名誉会長井 上 員

会葬に当りても，地元衆参両議員を始め県知事も

白から会葬され弔詞を手向けられたのでありま

す。

君の肉体はたとえ幽冥の地にあるとも，母校を

愛し，同窓、をこよなく愛した君の魂は永遠に我等

の心に深く刻まれ，我等のある限り共に生き続け

る事と信じます。白菊の供花に包まれた君の写真

は今にも周囲の人に語りかける様な表情でした。

正岡歯科医院もご子息勇記君並に一条君に依っ

て立派に継承されています。昇天の御霊の安らか

に眠られん事をお祈りします。

賞罰関係歴

昭和32年 5月2日 日本歯科医師会長表彰(役員

としての功労)

" 32年11月3日 愛媛県知事表彰(保健衛生功

労)

" 33年7月10日 社会保険診療報酬支払基金理

事長表彰(社会保険功労〉

" 37年 5月15日 国民健康保険中央会長表彰

(国民保険功労)

" 41年 1月10日 愛媛新聞社賞(文化の功労〉

" 43年5月18日 愛媛県国民健康保険団体連合

会理事長表彰(国民保険功労〉

" 43年10月15日 厚生大臣表彰(国民健康保険

法施行30周年記念)

" 44年11月23日 松山市長表彰(文化の功労〉

" 49年11月3日 藍綬褒章

" 53年4月22日 愛媛県歯科医師会長表彰(永

年役員の功労〉

" 53年6月27日 文化庁長官表彰(永年文化行

政功労〉

" 54年2月21日 松山市長表彰(教育文化功労〉

" 56年6月20日 日本学校歯科医会長表彰(学

校歯科の功労)



逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し

心からと冥福をお祈り申し上げます (敬称略 ・届出順)

-推 薦 佐藤増治 (87才〉 急性心不全 56. 9.21 
山形県支部 〒994 天童市大字天童老野森24

-大 13 卒 徳永千之 (81才) 56. 9. 18 
福岡県支部 干558 大阪市住吉区長居町東3-5 徳永照正方

-大 13 卒 大 曽根晋夫 (81才〉 目凶 硬 塞 56. 9.24 
世田谷支部 〒154 世田谷区代田2-19-16

-大 14 卒 水野茂夫 (79才〉 1凶 溢 血 56. 9.25 
西湘支部 干250 小回原市清水新田197-3

-大 8 卒 田 中健之助 (90才〉 肺 炎 56. 9.30 

長崎県支部 干857 佐世保市谷郷町14

-昭 7 卒 関 口和夫 (71才) 脳内出血 56. 10. 3 
日本橋支部 干103 中央区日本橋室町1-18

-昭 15 卒 正岡健夫 (65才) 腎 臓 癌 56. 10. 6 

愛媛県支部 干792 松山市二番町4-5-6

-昭 19.9卒 渡辺 一男 (56才〉 胃 癌 56. 10. 8 
品 川 支部 干141 品川区西五反田5-1-25

-昭 5 卒 石 井功時 (74才〉 心臓発作 56. 10. 12 

埼玉県支部 〒344 春日部市備後373

-推 薦 大迫美義 (84才) 肺 炎 56. 9. 4 

兵庫県支部 干657 神戸市灘区鶴甲3-2-2

-医 学 校 大 塚士平 (82才) ，心 不 全 56.10.17 

世田谷支部 干155 世田谷区代沢1-27-5

-医学校 三宅光一 (81才〉 老 衰 56.10.20 

西三河支部 干471 豊田市土橋町8-112-2

-昭16.12卒 松前五郎 (61才〉 心筋硬塞 56.10.22 

尾張支部 干464 名古屋市千種区今池1-4-14

-昭 4 卒 小松不二男 (75才〉 ，心 不 全 56.10.25 

茨城県支部 干310 水戸市大町3-4-12

-医学校 能登原 保 (83才〉 56.10.23 

福岡県支部 干811-11 福岡市西区大字脇山2800-8

-昭 2 卒 盛田秀雄 (77才〉 心 筋 硬 塞 56. 10. 24 

西三河支部 干447 碧南市石橋町3-107

-昭 18.9卒 中 嶋 賢 (59才〉 ，心 不 全 56.10.28 
宮城県支部 干980 仙台市一番町1-11-21

-大 12 卒 兵藤弥夫 (82才〉 老 表 56.10.24 

世田谷支部 干157 世田谷区祖師谷3-36-4 モリマンション201号

-昭 13 卒 杉浦 仁 (64才〉 心 筋硬塞 56.10.30 

中野支部 〒164 中野区本町2-13-13

-昭 34 卒 中 野義基 (49才〉 食道潰蕩 56. 11. 1 

湘南支部 干253 茅ヶ崎市旭ケ丘9-9
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昭和 56年度評議員会，総会報告

昭和 56年 度 評議員会

昭和56年11月6日(金〉午前10時より東京都港

区高輪プリンスホテルにおいて昭和56年度評議員

会が開催された。

福本総務担当理事の司会により伊丹副会長が開

会。点呼は受付の署名をもってこれに代えること

を了承した。評議員総数 247名， 出席評議員 178

名。

会長挨拶

河主昼間窓会長が挨拶を行った。

来賓挨拶

司会により来賓紹介のあと，高橋千葉病院長より

大学が千葉校舎に移転後における大学の内容，千

葉病院の現況について詳細且つ適切な挨拶がなさ

れた。

議長，副議長の選出

議長に坂本豊美氏，副議長に一戸俊治氏を選出し

た。

議事録署名人の選出

議長一任となり，酒匂陸夫評議員と白川尚評議員

が指名され，選出した。
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報告

会務報告並びに会計現況報告は，報告書に基づき

津島総務担当理事および菊池会計担当理事が行な

い，物故会員に対して全員黙繭を捧げた。

議事

議長より議案の)1原序を変更する件につき提案があ

り，第 6号議案を第12号議案に，第 7号以下第12

号まで 1号あて繰上げる件につき承認を得た。

第 1号議案，第 2号議案，第 3号議案を一括上

程菊池，関口の両会計担当理事により提案の説明

があり，滝監事から適正に処理されている旨の監

査報告後，原案通り承認され，可決確定した。

更に第 4号議案も承認され可決確定した。

昼食休憩の後. 12時30分より再開

第5号議案により第11号議案までを一括上程，

福本総務担当理事，菊池，関口会計担当理事より

提案理由の説明があり異議なく可決確定した。

続いて第12号議案について杉山共済担当理事よ

り提案理由の説明があり，三島，村越，西村各評

議員から貴重なるご意見をいただき質疑応答の末



承認され，可決確定された。

第13号議案では中久喜総務担当理事より推薦理

由の説明があり，河塗会長が河合貞吉名誉教授を

名誉会員に推薦，全員一致でこれを可決した。

第14号議案では中久喜総務担当理事より25名の

受章者について提案，第87回総会において顕彰式

を行う旨決定した。

第15号議案役員改選については，福本総務担当

理事より提案理由の説明の後，久米田，五十嵐，

三宅，大久保各評議員の推薦のことばあり，これ

を議長に諮り全員挙手にて，河造会長再任を確定

した。

なお村越評議員よりの提案で監事は議長，副議

長に一任，副会長以下の理事については地区選出

理事を除いて会長に一任することに決定した。

ここで河溢会長より挨拶がなされた。

また阿保評議員より動議が提案され，第16号議

案として，現役員並びに各種委員に対し感謝する

件について承認可決された。

坂本議長挨拶の後，板垣副会長の閉会の辞によ

り全日程を午後 2時2分無事終了した。

関口恵造，浅井美幸，井上裕後援会総会

評議員会に引続き東京歯科大学同窓会後援会総

会が井上裕後援会，熱田俊之助幹事長の司会によ

り開会された。河港清治同窓会長および 3後援会

の斉藤静三会長が挨拶を行ない，次いで一戸俊治

が議長となり，関口恵造後援会の山崎文男幹事長

が3後援会の会務並びに会計現況報告を行ない，

協議は，浅井美幸後援会の三宅直晴幹事長が関口，
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浅井，井上3後援会の昭和55年度収支決算並びに

次期役員選出を万場一致で承認した。

次いで浅井美幸，井上裕議員より国会報告をか

ねて謝辞が述べられた。なお関口恵造議員夫人に

は盛大な拍手による激励が送られた。

第87回同窓会定時総会

午後 3時56分嶋中総務担当理事の司会により阿

部副会長が開会。河溢同窓会長が挨拶し，来賓の

紹介後，鹿島理事長，松宮学長，山崎日歯会長，

大川父兄会長が挨拶された。

議長一戸俊治，冨Ij議長に坂本豊美両氏を，そし

て議事録署名人には平佐武郎，佐藤貞勝の両氏を

それぞれ選出した。

会務報告，評議員会報告，会計報告が終り議事

に移る。第 l号議案から第3号議案まで一括上

程，監事の監査報告後可決確定，報告，議事とも

に無事終了した。

会場整理の後，叙勲，袋章受章者顕彰式をめで

たく閉式。河溢会長より顕彰状と記念品の贈呈が

13名の出席者一人一人者について行われた。

受章者を代表して勲二等瑞宝章の栄に輝かれた

松宮誠一学長より謝辞が述べられた。

引続き同窓会創立80周年記念募金実行委員会委

員に対する感謝状が河溢会長より代表榎智光氏に

贈られた。

安嶋副会長の閉会のことばによって午後 6時3

分全日程を終了した。

引続き中国並びに韓国の同窓も交え多数の参加

者によって懇親会が盛大に催された。



1. 開会

1. ，点

1. 会長

1. 来賓

の 辞

呼

挨拶

挨拶

1. 議長，冨Ij議長選出

1. 議事録署名人選出

1. 報 告

東京歯科大学同窓会評議員会

昭和56年11月6日 (金)午前10時~午後 2時30分

る件

第 6号議案昭和57年度大学助成金の一部

同窓会基金への繰

入に関する件

第 7号議案昭和57年度東京歯科大学同窓

会入会金および会

(1) 昭和56年度 会務報告

(2) 同窓会創立80周年記念募金(東京歯科大

学施設整備資金〉状況報告

(3) 昭和56年度 会計現状報告

1. 議 事

第 1号議案昭和55年度東京歯科大学同窓

会経常部収支決算

に関する件

第 2号議案昭和55年度東京歯科大学同窓

会特別会計収支決

算に関する件(同

窓会基金，血脇記

念基金，共済基金，

名簿積立金，退職

積立金，同窓会創

立80周年記念募金

事業〉

第 3号議案昭和55年度東京歯科大学同窓

会財産目録の承認

に関する件

( 監事報告)

第4号議案 同窓会創立80周年記念募金事業

の完了，並びに余剰金の同窓会

基金への繰入に関する件

第 5号議案昭和57年度東京歯科大学同窓

会事業計画に関す

費に関する件

第 8号議案 昭和36年度より昭和39年度に至

る会費並びに共済負担金の徴収

打切に関する件

第 9号議案昭和57年度東京歯科大学同窓

会経常部収支予算

に関する件

第10号議案昭和57年度東京歯科大学同窓

会共済負担金に関

する件

第11号議案昭和57年度東京歯科大学同窓

会特別会計収支予

算に関する件(同

窓会基金，血脇記

念基金，共済基金，

名簿積立金，退職

積立金)

第12号議案 東京歯科大学同窓会団体総合所

得補償保険に関する件

第13号議案昭和56年度名誉会員の推薦に

関する件

第14号議案昭和56年度叙勲，褒章受章者

顕彰に関する件

第15号議案役員改選に関する件

第16号議案 現役員並びに各種委員会委員に

対する感謝決議

1.閉 会の辞

第87回東京歯科大学同窓会定時総会

昭和田年11月6日 (金〉午後 3時40分~午後 5時40分

1. 議長，副議長選出

1. 議事録署名人選出

1. 報 告

辞

拶

拶

の

挨

挨

会

長

賓

開

会

来
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(1) 昭和56年度 会務報告

(2) 同窓会創立80周年記念募金(東京歯科大

学施設整備資金〉状況報告

(3) 昭和56年度 評議員会報告

(4) 昭和57年度 東京歯科大学同窓会経常

1. 議 事

部並びに特別会計収支予

算に関する件

第 1号議案昭和55年度東京歯科大学同窓

会経常部収支決算

に関する件

第 2号議案昭和55年度東京歯科大学同窓

会特別会計収支決

算に関する件(同

窓会基金，血脇記

念基金，共済基金，

名簿積立金，退職

積立金，同窓会創

立80周年記念募金

事業〉

第 3号議案昭和55年度東京歯科大学同窓

会財産目録の承認

に関する件

(監事報告〉

1. 叙勲，褒章受章者顕彰式

1.閉 会の辞

昭和56年度東京歯科大学同窓会会務報告

1. 現在会員数 8，341名

内 名誉会員 29名

高齢会員 713名

2. 会員の移動

3. 会

新入会員 171名

(本年度卒業生 日 名)
他 1名，

逝去会員 126名

退会会員

議

総 会

理事 会

評議員会

1名

1回

6回

1回

常任理事会 6回

同窓会創立 80周年
記念募金実行委員会 1回
並びに全国支部長会

役員打合会 15回

東歯関係日歯役員，
代議員，都道府県歯 3回
会長懇談会

各種委員会等

全国歯科大学同窓，
校友会懇話会

卒後研修セミナ-

63回

2回

7回

4.役員 出張 82回

112支部5. 支部 数

6. 地域支部連合会数 11支部連合会

北海道地域，東北地域，関東地域，東京

自昭和田年10月1日~至 昭 和56年 9月30日
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地域，信越地域，東海地域，北陸地域，

近畿地域，中園地域，四園地域，九州地

域(含沖縄)

7. 会務報告

昭和55年

10月2日 高山紀斎先生墓地改修供養河溢

会長参列

4日 会計監査

(監査〕滝，高木監事

(立会〉河進会長，安嶋副会長，

関口(敏)，福本，津島，

菊池理事

13日 卒後研修特別委員会(企画小委員

会〉

14日 卒後研修セミナー講師打合会

14日 会報第 196号発送

15日 広報部委員会(会報編集〉

16日 役員打合会(総務，会計担当理事〉

17日 兵庫県歯科医師会創立80周年記念

式典井上名誉会長列席

17日 いそむ会創立30周年記念祝賀会

伊丹副会長列席

17日 卒後研修セミナー講師打合会

18日 北陸地域支部連合会総会伊丹副

会長，中久喜，白崎理事出張

18日 四園地域支部連合会総会安嶋副



会長，杉山，馬嶋浬事出張

18日 名誉会員放神野長太郎氏葬儀菊

池理事参列

19日 埼玉県支部総会阿部副会長出張

21日 常任理事会

22日 卒後研修特別委員会(会計小委員

会〉

24日 第9回ゴルフ大会板垣副会長出

張

25日 九州地域支部連合会総会阿部副

会長，佐々木，野上理事出張

28日 卒後研修セミナー講師打合会

29日 卒後研修特別委員会(合同〉

31日 卒後研修セミナー講師打合会

11月3日 青森県支部総会板垣副会長出張

4日 会報第 197号発送

4日 卒後研修セミナー講師打合会

6日 卒後研修特別委員会(企画小委員

会〉

8日 卒後研修セミナー講師打合会

9日 全国歯科大学同窓，校友会懇話会

河溢会長，伊丹副会長，熱田，天

野理事出張

13日 卒後研修セミナー講師打合会

15日 鳥取県支部総会安嶋副会長出張

16日 東京地域支部連合会総会阿部副

会長出張

16日 関東地域支部連合会総会河退会

長，関口(敏)，荒井理事出張

16日 顧問，名誉会員故入江義次氏葬儀

板垣副会長参列

18日 卒後研修特別委員会(モニターリ

ング小委員会)

21日理事会

2乙日 昭和55年度評議員会，第8C固定時

総会開催(午前9時，於白金プリ

ンス迎賓館〉

0昭和55年度諸報告，昭和田年度諸

議案何れも原案通り可決確定

0役員補充により副会長に正岡健夫

氏選任される。

0常任理事関口恵造氏辞任される。
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0叙勲，褒章受章者顕彰者(敬称略〉

諏訪亮平，菅田晴山，岡本治，

高木昂，池淵重蔵，森下詩夫，

大田清美，清水信元，高橋謙作，

榊原政雄，西山孝雄，穂積藤雄，

猪子爵ー(以上13名)

23日 近畿地域支部連合会総会河溢会

長，溝上，林理事出張

23日 評議員故小林与兵衛氏葬儀安嶋

副会長参列

25日 広報部委員会(会報編集〉

28日 大学幹部，卒後研修特別委員会委

員との懇談会 河造会長他役員出

席

29日 愛媛県支部総会馬嶋理事出張

29日 神奈川県支部連合同窓会総会阿

部副会長出張

29日 大森支部総会熱田理事出張

12月1日 卒後研修セミナー講師打合会

4日 父兄会懇談会河溢会長出席

6日 茨城県支部総会 中久喜理事出張

7日 千葉県支部総会河溢会長，杉山，

浜野理事出張

9日 京橋支部総会河漫会長出張

11日 日本橋支部総会河没会長出張

13日 浅草支部総会伊丹副会長出張

13日 山梨県支部総会阿部副会長出張

13日 元東京都歯科医師会長，元本所歯

科医師会長故入江義次氏合同葬儀

河遁会長他役員参列

13日理事会

16日 広報部委員会(会報編集〕

19日 東歯関係日歯役員，代議員，都道

府県歯会長懇談会 河進会長他役

員出席

22日 卒後研修特別委員会(モニターリ

ング小委員会〉

24日 大学支部総会阿部副会長出席

25日 会報第 198号発送

昭和56年

1月5日 新年交歓会河漫会長，井上名誉



会長他役員出席

9日 卒後研修セミナー講師打合会

10日 浅草，下谷支部合同懇談会河没

会長出張

14日 千代田，麹町支部合同懇談会伊

丹副会長出張

15日 岡山県支部総会河過会長出張

15日 東京医科歯科大学歯科同窓会名刺

交換会安嶋副会長出席

16日 卒後研修特別委員会(モニターリ

ング小委員会)

16日 芝支部懇談会阿部副会長出張

17日 世田谷支部懇談会河遁会長出張

20日 広報部委員会(会報編集〉

20日 卒後研修セミナー委託研究関係打

合会

21日 常任理事会

22日 大森支部懇談会河溢会長出張

24日 卒後研修セミナー(開講〉 河溢

会長他役員出席

24日 杉並支部懇談会 中久喜理事出張

24日 京北歯科同窓会懇談会井上名誉

会長出張

26日 学術部委員会(進学指導セミナー

担当)

26日 卒後研修セミナー講師打合会

28日 卒後研修セミナー講師打合会

29日 役員打合会(共済部担当理事)

31日 愛知県支部連合同窓会総会河遁

会長，熱田，伊藤理事出張

31日 宮城県支部長故丸森源七郎氏葬儀

安嶋副会長参列

2月5日 進学指導セミナー講師打合会

6日 役員打合会(共済部担当理事〉

6日 卒後研修セミナー講師打合会

13日 卒後研修特別委員会(合同〉

16日 役員打合会(会長，副会長(在京)，

総務担当理事，各部代表担当理事〉

18日 広報部委員会〈会報編集〉

20日 理事 会

20日 同窓会役員，教授団との懇談会

21日 高橋謙作先生叙勲祝賀会伊丹副
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会長列席

21日 卒後研修セミナー(第2回〉

22日 三重県支部総会安嶋副会長出張

24日 本後研修特別委員会(モ ニターリ

ング小委員会〉

24日 荒川支部総会 中久喜理事出張

3月5日 役員打合会(会長，副会長(在京)，

総務担当理事，各部代表担当理事〉

6日 共済部委員会

10日 卒後研修特別委員会 (企画〉

11日 広報部委員会(会報編集〕

13日 新入会員オリエンテーション福

本，中久喜，津島，溝上理事出席

14日 第86回卒業証書授与式河溢会長

他役員列席

17日 常任理事会

18日 東歯関係日歯役員，代議員，都道

府県歯会長懇談会 河溢会長他役

員出席

20日 大分県支部総会河塗会長出張

20日 卒後研修特別委員会(モニターリ

ング小委員会〕

20日 前青森県支部長故浅田喜三郎氏葬

儀板垣副会長参列

23日 卒後研修特別委員会(企画小委員

会〉

25日 第31回歯科衛生士専門学校卒業式

河港会長列席

25日 会報第 199号発送

28日 卒後研修セミナー(第 3回〉

29日 中信支部総会伊丹副会長出張

30日 役員打合会(共済部担当理事〉

31日 卒後研修特別委員会(企画作業小

委員会〉

4月4日 東京歯科大学入学式河漫会長列

席

8日 広報部委員会(会報編集〉

9日 卒後研修セミナー講師打合会

11日 神奈川県支部連合同窓会臨時総会

伊丹副会長出張

13日 卒後研修特別委員会(企画作業小

委員会)



13日 役員打合会(共済部担当理事〉

16日 卒後研修特別委員会(モニターリ

ング小委員会)

18日 卒後研修セミナー(第4回〉

11'日 四園地域支部連合会総会伊丹，

正岡副会長，馬嶋理事出張

25日 卒後研修セミナー講師打合会

25日理 事会

30日 卒後研修特別委員会(企画小委員

会〉

5月9日 全国歯科大学同窓，校友会懇話会

河法会長他役員出張

11日 会報第 200号発送

13日 学術部委員会(進学指導セミナー

担当)

14日 本所支部懇談会河溢会長，熱田

理事出張

15日 四谷支部総会安嶋副会長出張

16日 小石川支部懇談会中久喜，津島

理事出張

16日 宮城県支部総会板垣副会長出張

16日 福岡県支部総会安嶋副会長出張

18日 卒後研修特別委員会(モニターリ

ング小委員会)

19日 常任理事会

20日 卒後研修特別委員会(企画小委員

会〉

23日 卒後研修セミナー (第 5回〉

23日 卒後研修セミナー(モニ ター，モ

ニタ ーリ ング小委員会委員懇談

会)

25日 卒後研修特別委員会(企画作業小

委員会〉

27日 広報部委員会(会報編集)

28日 京橋支部懇談会河漫会長出張

29日 葛飾支部総会阿部副会長出張

30日 東京都歯科医師会元会長故酒井撲

一氏葬儀河漣会長参列

30日 父兄会総会河漫会長出席

6月1日 卒後研修特別委員会(企画作業小

委員会〉

4日 西多摩支部懇談会河法会長，福
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本理事出張

7日 東京地域支部連合会臨時総会河

溢会長出張

9日 卒後研修特別委員会(企画委員会〉

13日 信越地域支部連合会総会河湯会

長，菊池，清水理事出張

13日 東北地域支部連合会総会板垣副

会長，福本，嶋中理事出張

15日 卒後研修セミナー(モニターリン

グ小委員会〉

15日 広報部委員会(会報編集)

15日 学術部委員会(進学指導セミナー

担当〉

16日 役員打合会(副会長(在京)，総務

部担当理事〉

17日 麻布赤坂支部懇談会中久喜，津

島理事出張

20日 卒後研修セミナー(第 6回〉

20日 福島県支部総会安嶋副会長出張

20日 会報第 201号発送

21日 埼玉県支部総会伊丹副会長出張

22日 役員打合会(会長，副会長(在京)，

総務，渉外，学術部担当理事〉

24日 常任理事会

25日 学術部委員会

27日 静岡県支部総会井上名誉会長，

阿部副会長出張

27日 北海道地域支部連合会総会板垣

副会長，松川理事出張

27日 新潟大学歯学部同窓会10周年記念

式典清水理事列席

27日 名誉会員故佐々木重衛門氏葬儀

井上名誉会長参列

27日 秋田県支部総会杉山理事出張

30日 卒後研修特別委員会(合同〉

7月3日 学術部委員会(進学指導セミナー

担当)，講師との打合会

4日 理事会

7日 法人役員，大学教員懇談会河溢

会長出席

10日 卒後研修特別委員会(企画小委員

会〉



11日 卒後研修セミナー(最終日開講〉 担当理事〉

河漫会長出席 5日 卒後研修特別委員会(合同)

13日 広報部委員会(会報編集) 10日 卒後研修特別委員会(企画作業小

16日 役員打合会(共済部担当理事〉 委員会)

18日 愛媛県支部総会 河港会長出張 16日 会報第 202号発送

21日 常任理事会 16日 広報部委員会(会報編集)

25日 岡山，兵庫県支部合同懇談会伊 16日 卒後研修特別委員会(企画作業小

丹副会長出張 委員会〉

8月5日 役員打合会(共済部担当理事〉 19日 理 事 会

19日 役員打合会(共済部担当理事〉 19日 同窓会創立80周年記念募金実行委

21日 役員打合会(会計部担当理事〉 員会並びに全国支部長会

27日 役員打合会(会長，副会長(在京)， 20日 横浜北部支部懇談会河浸会長，

総務部担当理事各部代表担当理 溝上理事出張

事〉 24日 東歯関係日歯役員，代議員，都道

'28日 卒後研修特別委員会(企画作業小 府県歯会長懇談会河溢会長，他

委員会月〉 役員出席

9月1日 東京歯科大学千葉病院開院式およ 26日 関東地域支部連合会総会河漫会

び東京歯科大学千葉校舎開校式 長，熱田，荒井理事出張

河港会長参列 ~8 日 卒後研修特別委員会(企画作業小

3日 役員打合会(総務，会計，共済部 委員会〉

顕章三状並びに記念品贈呈者名簿

(昭和56年11月6日〉

(昭和田年 1月1日叙勲〕 (敬称略〕

勲五等瑞宝章 田 中 健 之 助 干3"57 長崎県佐世保市谷郷町2-15

(昭和56年春の叙勲〉

勲四等瑞宝章 掛場久精 〒070 北海道旭川市神居三条5-403

勲五等双光旭日章 岩本健介 〒820 福岡県飯塚市吉原町12-3

勲五等瑞 宝 章 宮下 清 干116 東京都荒川区荒川1-41-9

勲 五 等瑞 宝 章 青木勝一 〒939-11 富山県高岡市戸出町2-7-11

勲 五 等瑞 宝 章 枝 要司 干300-44 茨城県真壁郡真壁町大字真壁384-8

勲 五 等瑞 宝 章 宮下 寅 之 進 干285 千葉県佐倉市内新町59

勲 五等瑞宝章 吉崎 久 〒856 長崎県大村市西本町478

勲 五 等瑞 宝 章 菅野将雄 干964 福島県二本松市亀谷1-249-2

勲 五等瑞宝章 神崎 正 千286-{)1 千葉県成田市大清水1343

(昭和56年春の褒章〉

紺 綬 褒 章 佐藤 干792 愛媛県新居浜市若水町2-5-30

(昭和56年秋の叙勲〕

勲二等瑞 宝 章 松宮誠一 干167 東京都杉並区荻窪3-41-25

勲 四 等瑞 宝 章 問中益穂 〒380 長野県松本市大字寿小赤1.031-3 

勲五等双光旭日章 浜田謹之助 干899-43 鹿児島県国分市中央2-3-24

15 



山梨県東八代郡石和町市部1，022

山形県山形市七日町3-5-38

神奈川県横浜市鶴見区生麦1-10-~

山梨県西八代郡市川大門町1，336

静岡県田方郡天城湯ヶ島町湯ヶ島240

干406

干990

干230

〒409-36

干410-32

六男

統男

徳三

富次郎

禄七郎

川

橋

泉

松

山

中

高

小

村

杉

勲五等双光旭日章

勲五等双光旭日章

勲五等瑞宝章

勲五等瑞宝章

勲五等瑞宝章

三重県松阪市愛宕町1-15-1

青森県青森市松森佃141

栃木県芳賀郡益子町益子988

干515

干030

干321-42

4婆
雄

松村

瀬

池

(昭和56年秋の褒章)

藍綬褒章辻

藍綬褒章奥

藍綬褒章菊

東京都世田谷区代沢3-23-19

東京都中央区日本橋馬喰町2-2-17

長野県松本市大字寿小赤1.031-3 

(以上 25名〉

干155

干103

干380

16 

穂、

文

(昭和56年度目歯政連褒章受章者)

功 績 章 井 上 異

功績章 鈴木貞

功 績 章 問中益
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昭和56年度東京歯科大学同窓会共済部報告

昭和55年 8月30日~昭和56年 9月30日

昭和55年

8月佐 賀県 支部佐藤 嘩床上浸水

12月山口県支 部中川武一家屋全焼

12月 山口県支部中川祐策家屋全焼

昭和田年 (敬称略〉

6月石川県支部志村忠一家屋全焼

6月三重県支部門脇俊太家屋半焼

8月新潟県支部星 藤哉床上浸水
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昭和55年度 東京歯科大学同窓会経常部収支決算書

(自昭和55年 1月 1日~至 昭和55年12月31日〕

(収入の部〕 ム印=予算額に比較し減額の場合

科 目 予算額 決 算 額 差 異 摘 要

昭和36~39年度 700円× 43人

グ 40~42年度1 ， 2∞円× 46人

か 43~47年度1 ， 7∞円 x 130人

11 48年度3，2∞円× 44人

11 49年度3，5∞門X 52人

Jヱ』ヌ q~ 63，252，000 61，169，100 ム 2，082，900 11 50年度6，0∞円x 81人

11 51年度7，0∞門 x 102人

11 52年度8，0∞円 x 126人

11 53年度8，0∞円 x 148人

11 54年度8，0∞円 x 836人

11 55年度10，0∞円 X5，046人

入 ぷ~ミ 金 920，0∞ 815，0∞ ム 105，0∞ 新卒 5，0∞円 x163人

雑 収 入 1，150，0∞ 1，218，035 68，035 広告料，利息，その他

研修会等収入 10，000 。ム 10，0∞ 

助 成 金 1，000，000 1，000，000 。
三菱普通 12，908，195 

前 年度 繰越金 9，500，000 18，245，703 8，745，703 三菱定期 5，320，000 

郵便振替 17，508 

1口、 計 75，832，0∞ [ 6，615，838 I 

(支出の部〉

科 目 予算額 決 算 額 差 異 摘 要

事 務 費 山 85，0∞ | 37，99仰 3 Iム 6，4礼 的

絵 与 主主 14，900，000 14，895，701 ム 4，299 

旅 資 交通 q t ( 18，0∞，0∞ 12，538，262 ム 5，461，738

通 信 i/'l 8∞，000 540，601 ム 259，399 

電 話 料 550，0∞ 527，660 ム 22，340 

印 局Ij ，/Ji 950，∞o 1，111， 012 161，012 

消 耗 品 î~ 180，000 196，649 16，649 

主長 外 型t 2，000，000 2，000，214 214 

交 際 費 1，8∞，0∞ 1，784，270 ム 15，730 

慶 弔 費 1，300，000 1，2∞，0∞ ム 1∞，0∞ 

海外 出 張補助費 500，000 2切，0∞ ム 250，0∞ 

集 金 手数料 3，175，0∞ 2，695，400 ム 479，600 

雑 ~ 330，0∞ 254，594 ム 75，406 
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科 目 予算額 決算額 差 異 摘 要

事 業 1'1 20，520，000 山 97，574 Iム 丸022，426

会 報 発行費 18，590，0∞ 17，437，494 Iム 1，152，506

研修会等学術関係 7∞，0∞ 280，2∞ |ム ω，8∞

~ 1口h 費 450，0∞ 186，620 

講 師 派 遣 旅 費 1∞，0∞ ム 3∞，0∞ 

雑 費 380，000 416，5∞ | 36，5∞ 

~ 議 費 乙7川 14 Iム 828，386 

役 員 ~ 6∞，000 518，284 Iム 81， 716 

評議員会 ・支部長会 1，9∞，000 
2，253，330 Iふ 646，670 

総 ぷZ与'" 費 1，000，0∞ 

雑 費 1∞，0∞ o Iム 1∞，0∞ 

予 備 強 3，∞7，0∞ 

特別会計への繰入 4，220，0∞ 4，115，0∞ |ム 105，000 

同窓 会基 金 920，0∞ 105，0∞ 

血脇 記 念 基 金 100，0∞ 1∞，0∞ 。
名簿 積立 金 3，0∞，0∞ 3，0∞，0∞ 。
退職積立金 2∞，0∞ 2∞，0∞ 。

計ー 75，832，0∞ 63，378，551 Iム 12，453，449
!三菱普通 8.731. 77 

次年度繰越金 19，069，287 三菱定期 10，320，000 

l日h 言十 75，832，000 6，615，838 
振替預金 17，508 

昭和55年度東京歯科大学同窓会同窓会基金収支決算書

収

(自昭和55年 1月1日~至昭和55年12月31日〉

入

要

支

科目 |金額 | 摘

出

額 | 摘 要

経常部 より I 815，0∞ 
雑収入 677，361

入会金

利息

11三菱普通

三菱定期

I 

前年度繰越金 I12，520，629 

107，934 

4，797，371 
次年度繰遊金

信

信

一

普

定

貸

金

一

菱

菱

田

国

一

三

三

安

安

一
(
一

合 計 |ω

11安閑信託 5，360，0凹

ll安田金銭信託 2，255，324

メ込
口
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昭和55年度 東京歯科大学同窓会血脇記念基金収支決算書

(自昭和田年 l月 1日~至昭和55年12月31日〉

科 目|金額 |摘
入 ~ II- H 支

一u
h

出

額| 摘 要

100.000 

雑収入 91. 195 I利 怠

三菱普通
前年度繰越金 |

三菱定期

203.296 

1.817.604 
次年度繰越金 2.212.095 I三菱定期 2.212.095 

lE す]ゴ，m ，095-| |合計 I2.21仰 5 I 

昭和55年度 東京歯科大学同窓会共済基金収支決算書

(自昭和55年 1月1日至~昭和55年12月31日〉

科

入 支 出

額| 目|金 額|摘 要摘要 科

共済負担金 20.807.800 

昭和36~42年度

3∞円X 89人

昭和43~48年度

8∞円 X182人

昭和49~51年度

1.5∞円 X267人

昭和52~53年度

2.0∞円 x315人

昭和54年度

3.0∞円 X929人

昭杭55年度

3.0∞円 X5.606人

共済金 121.710.000 

1) 弔慰共済金

20.710.0∞ 
18万円 X110人

15万円 X 2人

10万円 X 5人

6万円 X 1人

5万円 X 1人

2) 羅災共済金

1.0∞.0∞ 
18万円 X 5人

10万円 X 1人

寄付金

雑収入

0 

439.882 I利息

事務費

予備資

156.766 I通信費その他

。
I(三菱普通 2.795.061 

11三菱定期 6.000.000 
前年度繰越金 1 10.596.024 1¥ - 11次年度繰越金

11安田貸付信託 1.0∞.0∞l
1l安田金銭信託 加0.9631

合計 I31.843.706 I I同一計

I(三菱普通 3.082，031 

11三菱定期 5，0∞，0∞ 
9，976，940 II 

11安田貸付信託 1，0∞，0∞
!l安田金銭信託 894，9ω 

I 31，8札制 |
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昭和55年度 東京歯科大学同窓会名簿積立金収支決算書

(自昭和55年 1月 1日~至昭和55年12月31日〕

収 入

正 IIf4~ : I金

出

科 額 | 摘 額 | 摘 要

経常部より 3，000，000 

雑 収 入 46，578 幸リ 息

{三菱普通 144，604 41，182 
前年度繰越金 1，444，604 4，491，182 

三菱定期 1，3∞，000 三菱定期 4，450，000 
一一一

1口L ω 川 2 I 計 |

昭和55年度 東京歯科大学同窓会退職積立金収支決算書

〔自昭和55年 1月 1日~至昭和55年12月31日〉

収 入 支 出

不十 日 |金 額 | 摘 要 額 | 摘 要

経常部より 200，000 退 職 金 371，840 事務員松川栄子

雑 収 入 28，116 利 息
(55.3.31退職〕

{三菱普通 三菱普通309，283 215，559 
前年度繰越金 1，709，283 次年度繰越金

三菱定期 1，400，000 三菱定期 1，350，000 

1口為 1，937.399 I メ口当h

昭和55年度 東京歯科大学同窓会同窓会創立80周年記念募金事業特別会計収支決算書

(東京歯科大学施設整備資金募金〕

(自昭和55年1月 1日~至昭和55年12月31日〕

収 入 支 出

科 額 l摘 要 科 目 |金 額 | 摘 要

前年度繰越金 5，458，391 三菱普通 5，458，391 旅費交通費 2，688，360

通信費 47，940 

印刷費 59，1∞ 
|募金諸山 3，117，9∞ 

会合費 292，850 

11 

消 耗 品 費 9，450 

雑 費 20，200 

雑 収 入 81，848 手。 息 予 備 費 。
次年度繰越金 2，422，339 三菱普通 2，422，339 

i口h 言十 i 同問9 I 1ロh 
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昭和55年度 東京歯科大学同窓会財産目録

附和55年12月31日現在

1. 備品(購入価格 3万円以上〉

目 |数 量 |購入年月 |購入価格 | 備 考

1. 

2. 

フ タ 46. 4 

3l 
4. 

宛名

冷

印刷機

蔵 庫

。。l
 

cu 

54. 6 

99，0∞ 
485，000 

84，000 

372，8∞ 
232，0∞ 

ル ーム クーラー 54. 7 

54. 12 

工 5 品目 レ/ 1，272，800 

(耐周年数10年を経過)

品 目 量 l購入年月 |購入価格 | 備 考

1・ l 金 庫 42. 12 寄 贈

2. ポラロイドカメラ 1 42. 10 80，0∞ 

42. 10 44，0∞ 
3. スラ イ ド 映写機

1 42. 10 44，000 

ナ ショ ナノレ wxアンプ 44. 1 71，3∞ 

45. 9 38，000 
重 戸 捌一 1 45. 9 38，000 

レ/17 品目 7 316，500 

2. 定期預金，普通頭金

iZコbZ恥 計 区 分 預金現在高 取引銀行名

(1) 経 常 部 定期預金 320，0∞ 三菱銀行神保町支庖

I! 5，0∞，0∞ 。

" 5，0∞，0∞ // 

普通預金 3，721，779 // 

振替預金 17，508 東京地方貯金局

計 14，059，287 
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会 言十 区 分 種 類 預金現在高 取引銀行名

(2) 同 窓 ~当， 基 金 定期預金 9∞，0∞ 三菱銀行神保町支后

11 5，0∞，000 11 

普通預金 25，069 11 

貸付信託 5，360，0∞ 安田信託銀行神田支庖

金銭信託 2，727，921 11 

言十 14，012，990 

(3) 血脇記念基金 定期預金 2，212，095 三菱銀行神保町支広

仏)共 済 基 金 定期預金 2，0∞，000 三菱銀行神保町支庖

11 2，0∞，0∞ Jγ 

11 1，0∞，0∞ Jγ 

普通預金 1，709，331 11 

貸付信託 1.000.000 安田信託銀行神田支庖

金銭信託 894.909 11 

計 8，604，240 

(5) 名 簿 積 立 金 定期預金 1，450，0∞ 三菱銀行神保町支広

11 3.0∞，0∞ 11 

普通預金 41.182 11 

計 4，491，182 

(6) 退 職 金 積 立金 定期預金 1，350，0∞ 三菱銀行神保町支庖

普通預金 215，559 11 

言十 1.565.559 

(7) 同窓会創立80周年記念募金 | 普通預金 2.422，339 三菱銀行神保町支広

メ日込 計 47，367，692 

監 査 報 とEヒコ

昭和55年度東京歯科大学同窓会経常部収支決算書，特別会計収支決算書， (即ち，同窓会基

金決算，血脇記念基金決算，共済基金決算，名簿積立金決算，退職積立金決算，同窓会創立80

周年記念募金事業決算〉及び財産目録につき諸帳簿，証1ll:Y.書類を監査した結果適正に処理され

ていることを認めます。

昭和 56年 10月 3日

監 事 滝 義 )乱 ⑪ 

監 幕下 高 木 圭二郎 ⑩ 
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昭和57年度 事 業 計 画

総務部

1. 諸会合の準備と調整並びに運営を行う

2. 会員の入退会の迅速なる確認を行い，かつ会員現況の把握並びに名簿の補充完備を図る。

3. 母校，父兄会，学生会との連携を図る。

会計部

1. 経常部および特別会計収支予算の適正なる運用を図る。

2. 会費，負担金，その他の費用の収納に努め，預金，現金，備品等の適正なる管理を図る。

渉外部

1. 各歯科大学同窓会との交流を図り ，一層緊密なる友好を深める。

2. 同窓会員の歯科医政関係者と緊密な連携を保ち懇談会などを開催し医政の推進を図る。

学術部

1. 学術委員会の機能を強化して，企画運営の向上を図る。

2 東京歯科大学の協力のもとにTDC卒後研修セミナーを系統的に開催する。

3. 学術講演会等を開催する。

4. 同窓の母校一日入学を斡旋する。

広報部

1. 会報を年6回発行し，会員との情報交換を図る。

共済部

1. 共済制度の健全なる運営と内容の充実を図る。

昭和36年度~昭和39年度に至る，会費，共済負担金の収納状況

1. 会費未収納の状況(昭和56.9. 1現在〉

関係 会 費 支部会員 支部に属しない会員 メロ斗 言十

区 分

受賞 |器製 |未収納額 受賞 |殺 |未収納額 受賞 |器禁 |未収納額支部(1人当〉

円 (48)! (192) 

昭(未56. 3収.18現納在〉 86 7∞ 304 692 I 484，4∞ 216 713 499， 1∞ 520 1，405 983，5∞ 

( 5) ( 4) ( 9) 
昭56.3.19~8 . 3 1 14 700 35 57 39，900 6 18 12，6∞ 41 75 52，5∞ 
の間(収納)

(43) (140) (183) 

昭(5未6.9収.1納現在〉 86 7∞ 270 635 444，5∞ 210 695 486，500 480 1，330 931，000 

(註) (1) ( )内数字は昭36年度~昭39年度まで未納会員数の再掲

(2) 支部会員対象人員…・昭和56.3. 19~8. 31の問(収納)35名中1名は一部未納の会員を含む。
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2. 共済負担金未収納状況(昭杭56.9. 1現在)

区 分

関係 I共負済 支部会員 I 支部に属しない会員 合 計

| 担金対未納 未納 対納 |
支部(1人当)1入賞 |件数 i未収納額足 |糊 |未収納額 |入賞 |ら !未収納額

(144) (192)' 
昭56.3. 18納現在〉 86 207，6∞ 216 713 213，9∞ 520 1，405 421，500 
(未収

( 4) ( 9) 
昭56，3. 19 ~8. 31 14 300 35 I 57 17，100 6 18 5，4α) 41 75 22，500 
の間(収納)

(43) (140) (183) 
昭56.9. 1納現在 86 190，5∞ 210 問 20山 480I 1，330 I 399，0∞ 
(未収 ) 

(註〕

前記同様

3. 昭和 36年度~39年度当時の会員数と会費，共済負担金収納状況(推計〉

1) 会費収納(推計〉状況

会員数(延人員〕
区 分 金

会員数 i構 成 比 l

額 摘 要

人 % 
昭36年度~39年度 (収納見込) 29，638 l∞ 20，746，6∞ ~ ミ t~ 

昭 56. 3.17以前 (収納推計) 28，233 95.3 19，763，100 ( 1人当 7∞円)
昭 56.3. 18現在 (未収納) 1，405 4.7 983，500 

昭 56.3. 19~8 . 31 rr;悶(収納) 75 ( 5%) 52，5∞ 
昭 56.9. 1現在 (未収納) 1，330 (95%) 931，0∞ (4.5%) 

(註)会員数(延人員)は昭36年度~昭39年度評議員時報告会員数の累計

2) 共済負担金収納(推計)状況

| 会員数(延人員)
区 分 |一一一一一一一一 i 金 額 摘要

会員数 構成比 |

l 人 %1
昭36年度~39年度 (収納見込) 1 29，638 100 8，891，4∞ 共済負担金

昭日 3.17以前 (収納推計) I 札 233 I 95. 3 I 8， 4仰 ∞ ( 1人当 3∞円)
4. 7 421，5∞ 

22，5∞| 
昭 56.3. 18現在 (未収納〉

昭 56.3. 19~8. 31の間(収納〕

昭 56.9. 1現在 (未収納〉

1，405 

75 

1，330 

く5%)

(95%) 399，000 I (4.5%) 

(註〕

前記同様
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昭和57年度 東京歯科大学同窓会経常部収支予算 (案)

(自昭和57年 1月 1日~至昭和57年12月31日〉

(収入の部〕 ム印=前年度に比較し減額の場合

科 目 |昭 畔度予算同畔度予算案:前年度との比判 摘 要

8，000円 220人
1，700門x100人 10，000円1，050人

~ 3，200円x 50人
1t I 62，529，6∞ 64，905，0∞ 2， 375， 400 ~ 3: 500円x 50人

10，0∞円5，130人

6，000円x 60人 計 6，770人
7，0∞門 x 60人

入 会 金 950，0∞ 835，000 ム 115，0∞ (新卒ふ0∞円 x147人
他 50，000円x 2人

雑 収 入 1，250，0∞ 1，615，0∞ 365，0∞ 利息，問題集売上げ，手数料，その他

研修会等収入 10，0∞ 10，000 。
助 成 金 3，0∞，0∞ 2，0∞，000 ム1，000， 0∞ 含特別助成金 1，0∞，000円

前年度繰越金 13，0∞，0∞ 12，000，000 ム 1，000，000

l口'- Z十

(支出の部〉

事

科 目

務費

結与 費

旅先交通費

福祉厚生針

通信 'Jl-i

電話料

印刷 1ft

1 昭56年度予算 l昭57年度予算案 |前年度との比較

山 80，0∞ 45，169，0∞ 689，0∞ |

15，830，0∞ 17，230，0∞ I 1，4∞，0∞ 

15，900，000 I 16，700，0∞ 800，000 

250， 000 I 250， 000 I 0 

790，000 I 750，000 Iム 40，000

600，0∞ I 6∞，000 I 0 

1，220，0∞ I 950，000 Iム 270，0∞

備品購入代1，1∞，0∞ 1，0∞，0∞ 

150，0∞ 
1，8∞，0∞ 

1，560，0∞ 

ふ 100，000

ム 30，000

ム 1，000，000

消耗品 1!t I 180，0∞ 
交際' J ' i I 2，8∞，000 

慶弔 貸 1，350，0∞
海外出張補助費 I 350，0∞ 
集金 手数料 I 3，210，0∞ 

雑 貨 | 900，000

3∞，0∞ |ム

3，259，000 

620，000 Iム

210，0∞ 
50，000 

49，0∞ 
280，000 

事業費 I 22，600，0∞ | 23，700，000 

19，400，000 

1，100，000 

400，0∞ 
500，0∞ 

0 

0 

1∞，0∞ 

~ 

広報関係 資 19，0∞，0∞

渉外 費 I 2，0∞，0∞ 

研修会等学術関係 I 600，0∞ 

会 合費 5∞，000

講師派遣 交 通 費 4∞，000

雑 費 100，000

議 費 3，600，000 

役 員 会 600，000 

評議員会 ・支部長会 1，900，0∞ 

総 会 費 1，0∞，000 

雑 費 l∞，000 

2，500，000 

600，000 

500，000 

3∞，0∞ |ム

4∞，000 3∞，000 

日∞，0∞ I 2肌 0∞

700，0∞ 100，000 

2，000，000 l∞，000 

1，0∞，0∞ 。
l∞，0∞ 。
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摘 要

合問題集印刷代

(千葉校舎同窓会室(含水道橋〉
備品整備

供花料10，ωo円を12，0∞円に改定



科 _El _I~竺竺予字
予備 費 t 3，凶9，ω

特別会計への繰入 1 6，970，0∞ 

同窓会基金 3，270，0∞
血筋記念基金 100，0∞
名 簿積 立金 3，0∞，0∞

戸退職積立 金 | 肌 0∞

合 計 i 80， 739， 600 

昭昨度予算案 |前年度との比較 |

I 3，16川∞ | 山∞ !
I 5，535，0∞ iム 1，435，0∞ |

1，835，0∞ ム 1，435，0∞ i

lC氾，0∞ oI 

3，0∞，0∞ o 

摘 要

合特別助成金 1，∞0，000円

6∞，0∞ 

81，365，0∞ 
o I 

625，4∞ 

昭和57年度 東京歯科大学同窓会同窓会基金収支予算(案)

(自昭和57年 1月 1日~至昭和57年12月31日)

科

収入 の

目 |金額

経常部より

雑 収 入

{入会金
特別助成金

利息，その他

1，835，∞o 

809，0∞ 
前年度繰越金 | ω∞，0∞ 

合計 18，644，0∞|

部

摘 要 l科 額

出 の 部

摘要

繰組金

合 計

昭和55年度 東京歯科大学同窓会血脇記念基金収支予算(案)

収 の

(自昭和57年 1月 1日~至昭杭57年12月31日)

経 常部 より 1肌 0∞1

雑収 入 1∞，0∞利息，その他 繰

前年度繰越金 I 2，412，0∞ 

合計 I 2，612，0∞ 合

入

科目 |金額 |

部

摘

支出の部

目 l金額摘 要

越金 2，612，0∞ 

2，612，0∞1 
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東京歯科大学同窓会共済基金収支予算 (案)昭和57年度

(自昭和57年 1月 1日~至 昭来57年12月31日〉

入 部

摘

の支 出-ilJ7 部の

要額摘額 |科

弔慰共済金3∞円×

川

以

震

0

∞

ロ

地

帥

n山
×

金

室

回

以

∞

円

済

水

叩

J

万

共

風

丸

Mmm
災

災

(

権

火

l
J

、】P
}
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

‘、

26，000，000 共済金

150人

180人

170人2，000円×

3，000円x 270人

4，0∞円x1，000人

8∞円×

1，5∞円×
27，675，000 共済負担金

4，000円X5，530人

計 7，350人

3∞，000 費

費

務

予備

事100 寄 付金

12，675，100 利息，その他3∞，000 雑 収入

11，000，000 前年度繰越金

∞
 

司
自
ム

，
 

phu 
々
t

n
w
M
 

oo 
n
J
 

計|メ'-
口38，975，1∞| 計メ込

口

東京歯科大学同窓会名簿積立金収支予算 (案)昭和57年度

(自昭和57年 1月 1日~至昭和57年12月31日〉

入

要摘要_II~摘

10，940，0∞ 金越繰利息，その他

合計 |

部

目|金 額 |
部

額金

3，0∞，0∞ 

240.0∞ 
7.700，0∞ 

目科

経常部より

入収雑

前年度繰越金

計メ斗
ロ

東京歯科大学同窓会退職積立金収支予算 (案)昭和57年度

(自昭和57年 1月 1日~至昭和57年12月31日)

部出部

要摘額金目科摘 要

2，350，000 金越繰利息，その他

間 ω∞|計ム
ロ
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1，680，0∞ 
メ斗
日

入

額金

6∞，0∞ 経常部より

70，0∞ 入収雑

とど出

前年度繰越金

計



昭和56年度名 誉 会員推薦名簿

名誉教授 河合貞吉(元東京歯科大学化学教授進学課程幹事)

収入の 部

昭和55年度 東京歯科大学同窓会

卒後研修セミナー収支決算書 (第 5年次)

(自昭和55年 1月 1日~至昭和55年12月31日〉
ム印=残額

科 目 |予 算額 |決算額 l増減額 摘 要

ヌ事霊ー， 講 料 (本年度同
45，180，0∞ ム 600，000 44，520，000 

(第 5年次)
前年度収入繰越金振替(前受金)660，0∞ 

~ ι 講 料 。15，120，0∞ 15，120，000 次年度受講料収入(前@受金〕

(第 6年次〉 12万x108人@6万x36人
計 15，120，0∞

雑 収 入 9∞， 000 1，080，504 180，504 利息、，その他

前年度繰趨金 23，156，790 23，156，790 。{前年年度繰次越前金払8此 790円の収内660，0∞円
第5 受金のため受講料入に振替

l口L 69，296，790 I 84，肌捌 | 日 40，刷 |

支 出の部

科 目 (予算額 |決算額 |増減 額 | 摘 要

講師謝礼費仏) 5，340，0∞ 4，828，950 ム 511，050 講師延人数 25名

(B) 640，0∞ 666，655 26，655 延人数 31名

資料 作 成 費 870，0∞ 740，0∞ ム 130，000 延人数 24名

役 務 費 3，200，000 1，470，8∞ ム 1，729，200 補助員，その他

事務委託 費 1，440，0∞ 1，440，0∞ 。55/1~55/12 

設 営 費 13，7∞，0∞ 8，374，726 ム 5，325，274 7回(延日数 7日)経団連会館

旅費交通 費 11，0∞，000 7，889，940 ム 3，110，060

通 信 qtj 1，0∞，0∞ 769，652 ム 230，348 

印 局1] 費 6，0∞，000 2，934，821 ム 3，065，179

消耗品質 1∞， 0∞ 54，470 ム 45，530 

資材備品'Jlt 6∞，0∞ 535，250 ム 64，750 

受講証関係費 1，400，0∞ 1，373，4∞ どL 26，6∞ 

~ 三 議 qtj 4，∞0，0∞ 4，254，246 254，246 

広 告 qtj 500，000 231，000 ム 269，0∞ 

雑 2を 3∞，000 143，480 ム 156，520 

渉 外 3主 1，0∞，0∞ 812，040 ム 187，960 

委託 研 究 費 1，8∞，0∞ 1，8∞，0∞ 。
予 備 費 7，906，790 。ム 7，906，790

積立 金繰 出 8，5∞，0∞ 8，5∞，042 42 積立金会計に繰入

(繰定期越金富問銀年行次前勉15，120側聞富む
次年度繰越金 。 37，717，822 ( 士 )郵25振，0∞替残，000円，普通( 士銀行〕

12，717，382円便高 440円

l口L 69，296，790 I 84，肌捌 | l弘24叩 41
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昭和55年度 東京歯科大学同窓会卒後研修セミナー積立金

ff ! J予算額 竺 一算 額 |増減額 | 摘 要

卒後研修セミナー

会計より繰入

(収入の 部〉

8，5∞，000 日，500，042 42 I日本債券信用銀行渋谷支庖
債券 8，491，813円

日本債券信用銀行渋谷支庖
普通預金 8，229円(含利息42円)

昭和55年度 東京歯科大学同窓会

進学指導セミナー収支決算書(第 8回)

(自 昭和55年 1月1日~至 昭和55年12月31日〉

ム印=減額

科 目 |予算額 |決算額 |増減額 | 摘 要

'!f. ζ 講 来} 18，125，000 
凶 455.0∞lム 1…
14，195，0∞ ム 1，670，0∞ {伊@(減侃受側講料円削×刈刈1凶即67A クラス 15，865，0∞ 

@10，0∞円 x167名=1，670，0∞円)

B?ラス 2，260，0∞ 2，260，0∞ 。@20，0∞円 x113名

雑 収 入 920，0∞ 995，635 75，635 ( 利 量 そ の 他 飢 臼
間集売上 648，0∞ (@6，0∞円 x108組)

前年度繰越金 6，344，295 6，344，295 。
メ口斗 23，7州 30Iム 川 ι365

(支出の部〕

季十 自 |予算額 l決算額 |増減額 | 摘 要

講師謝 礼賛 3，6∞，000 3，600，0∞ 。
資料作成費 450，0∞ 410，0∞ ム 40，0∞ 

設 戸凸孟'" 設 8，0∞，0∞ 7，464，630 ム 535，370 {~クラス(間関) Bクラス(2日間)，笹川記
念会館

印 局リ 強 2，5∞，0∞ 1，997，888 ム 502，112 

役 務 政 200，0∞ 82，614 ム 117，386 

旅費交通費 2，5∞，0∞ 1，671，220 ム 828，780 

消耗品怨 30，0∞ 66，180 36，180 

ぷZ与:;; 議 費 1，2∞，0∞ 1，642，664 442，664 

通 信 費 400，0∞ 232，070 ム 167，930 

雑 強 50，0∞ 51，045 1，045 

問準題集備作成費 1，0∞，0ω 0 ム 1，0∞，0∞

予 備 費 5，459，295 0 ム 5，459，295

次年度繰越金 。 6，576，619 6，576，619 {富富士定普期 ふ0∞，0∞
士通 1，576，619

』日恥 2川弘295I 23， 794， 930 Iム 川ム365
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母 校だ より

今秩の母校は千葉校舎の竣工や創立90周年の行事に関連した多くの式典や祝賀会，あるいは同窓

会の評議員会総会などがあり，これらが10月31日より 11月8日までの聞に行われたために，これを

一括した総合プログラムが作られた。

千葉校舎竣工式・創立90周年記念行事

総合プロゲラム

記念東歯祭 新しいふれあいの街でく第13回東歯祭，千葉校舎初の東歯祭>

10月31日(土) 16: OO~ 18 : 00 前夜祭一 一 -・・・・・・・・・…….. …・・・…・ … -一・・・・・・体育館

11月1日(日) 10: 30~17 : 00 展示 ・フリーマーケット・・…ラウンジ ・セミナ一室 ・進学棟

9 : 00~ 17 : 00 競技会・・…ー…一 - ・・・・・・目................目・・市川総合グラウンド

13 : 00~14 : 30 歯科講演会・・・・・・・・…・・ ・・・・ ぃ…ー… .....…一一・・・第 4教室

15 : 00~17 : 00 コンサート・・・・・…ー・一 • • • . • • • • • .… -一…・・一 一 ・・田・…体育館

11月2日(月) 10: 30~ 15 : 30 展示 ・フリーマーケット・・…・ラウンジ ・セミナ一室 ・進学棟

9 : OO~15 : 30 競技会・…・・・・・・・・・目.......・一…・・市川総合グラウンド ・体育館

18 : 30~21 : 00 ダンスパーティー・・……・ …ぃ・回一...一……京王プラザホテル

11月3日(火) 10: 30~17 : 00 展示 ・フリーマーケット・…ラウンジ ・セミナ一室 ・進学棟

9 : 00~ 17 : 00 競技会・・…・・・・ー・・・・・・ー・・・・ - 一・市川総合グラウンド ・体育館

11 : ∞~14 : 30 映画会・・…・・・・・・・一 •••••••••••. •• •••• …......一…・ ・・ ・・第 4教室

15 :∞~17 : 00 音楽フェスティバル・・・・・ ・ー....… ・一..進学棟 ・第 5教室

棟
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創立90周年記念学会 く第 214回東京歯科大学学会総会>

11月4日(水) 13: 30~ 16 : 30 シンポジウム…・一 一…・・・・・・ー・・・ー ・・第 1会場(第 1教室〉

『歯周疾患の発病と治療』座長 金竹哲也教授

講師佐藤徹一郎教授高添一郎教授山村武夫教授

羽賀通夫教授関根弘教授
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11月5日(木) 9: ()()~ 11 : 30 一般講演(30題〉…第 1会場(第 1教室〉第2会場(第2教室)

9 : 00~16 : ()() 示説 (10題〉 ・・・・・・・・・…・第 3会場 (第 2，第 3セミナ一室〉

11 : 40~12 : 50 評議員会・一…ーぃ一一..一一・・…・・・…第 1会場(第 1教室〉

12 : 50~13 : 20 総会一一 一… ..・・......・......・・・ …ぃ第 1会場 (第 1教室〉

13 : 40~ 15 : 30 特別講演- 一 ・・・… ー ・・… ・・ … - …・第 4会場(講堂〉

座長 ・学会長松宮誠一教授副座長高添一郎教授

『米国における歯学教育の現状』

フロリダ大学歯学部長 Don. L. Allen教授

『わが大学における歯痛に関する基礎研究』

カロリンスカ大学歯学部長 Lennart Edwall教授

同窓会関係行事 く昭和56年度同窓評議員会，定時総会，懇親会>

11月 6日(金) 10: ()()~ 14 : 30 評議員会...一一一・…・・・・・高輪プリンスホテル ・プリンスルーム

14 : 40~ 15 : 30 後援会総会.... ・・…高輪プリンスホテル ・プリンスルーム

15 : 40~17 : 40 定時総会-・・・・・・・・…・高輪プリンスホテル ・プリンスルーム

18 : 00~20 : ()() 懇親会.....… -・・・…高輪プリンスホテル ・クラウンルーム

千 葉 校舎竣工式・竣工祝賀パーテ ィー

11月7日(土) 9: OO~ 17 : 00 受付

10 : ()()~ 10 : 40 修放式・・・・ー・…ー……一一....一一一…病院棟エントランスホ ール

11 : ()()~ 12 : 30 竣工式 一・ー・・・・回一............一固い・・・・・・・・・......…講堂 ・大教室

竣工式次第

1.開 会

1. 施主代 表挨拶理事長 鹿 島 俊 雄

学 長 松宮誠一

1. 来賓祝辞

" 
" 
" 

1. 工事経過報告

1. 感謝状贈呈

東京歯科大学父兄会々長

千葉県歯科医師会々長

千葉市歯科医師会々長

理事高木圭二郎

鹿島建設株式会社

東京歯科大学同窓会々長

参議院議長

文部大臣

厚生大臣

千葉県知事

千葉市々長

日本歯科医師会々長 1. 謝辞

東京歯科大学同窓会名誉会長

千葉校舎建設実行委員会代表

鹿島建設株式会社

東京歯科大学同窓会々長 1. 閉 会

13 : ()()~ 15 : 00 竣工祝賀パーティー・・・・・・・・体育館アリーナ ・厚生棟前広場

竣工祝賀パーティ一次第

1. 開会

1.挨拶 理 事 長庫島俊雄

学長松宮誠一

11 : OO~17 : ()() 学内見学
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1.乾杯

1. 開 宴

1.閉 会

同窓会名誉会長井上 真



創立90周年記念式典祝賀パーティー

11月8日(日) 9 : OO~ 17 : 00 受付

13 : 00~14 : 30 記念式典… ・ …田・・・・・… ..・・…・・・ー一.............講堂 ・大教室

創立90周年記念式典次第

1. 校歌合唱 東京歯科大学合唱部 1. 祝電披露

1. 開会の辞 東京歯科大学副学長 1. 教職員，同窓物故者に黙祷

1. 式辞 学 長松宮誠一 1. 永年勤続者表彰

1. 挨拶 理事長鹿島俊雄 1. 法人関係功労者表彰

1. 祝 辞 私立大学連盟会長 1. 記念品贈呈

私立歯科大学協会々長 1. 校歌斉唱

フロリ夕、大学歯学部長 1. 万歳三唱

カロリンスカ大学歯学部長 1. 閉会の辞 東京歯科大学同窓会副会長

延世大学校財団理事長 記念祭歌披露 東京歯科大学合唱部 ・オーケ

東京歯科大学同窓会々長 ストラ部

東京歯科大学父兄会々長

15 : 00~17 : 00 祝賀パーティー・・・・一.......一体育館ア リーナ ・厚生棟前広場

創立90周年記念祝賀パーティ一次第

1. 開会の辞 東京歯科大学水道橋病院長

1. 挨拶 東京歯科大学理事長

東京歯科大学々長

1. 乾杯 東京歯科大学同窓会々長

10 : 00~ 17 : 00 学内見学

板倉，高橋の両氏新理事に就任す

1. 祝 辞

1. 余 興

1. 閉会の辞

フロリダ大学歯学部副学部長

延世大学校歯科大学々長

中華人民共和国同窓代表

学生バンド(含oB) 

東京歯科大学父兄会副会長

学校法人東京歯科大学の第 462回理事会及び第 137回評議員会が去る 6月1日ホテル国際観光に於い

て開催され，故田中久兵衛理事の後任として側三井銀行相談役の板倉譲治氏及び故入江義次理事の後任

として，本学病院長の高橋庄二郎氏が新理事として就任されました。

(板倉譲治氏略歴) (高橋庄二郎氏略歴)

〔生年月日〕明治45年6月3日 (69才)

〔本 籍地〕横浜市港北区篠原北二丁目2423

〔現住所J " 二丁目 6番8号

〔学 歴〕昭和10年 3月慶応義塾大学経済学部

卒業

〔職 歴〕昭和10年 4月脚三井銀行入行

昭和46年5月掛三井銀行専務取締役

昭和49年5月側三井銀行取締役社長

昭和53年12月制三井銀行相談役(現〉

〔賞 罰〕昭和52年10月藍綬褒章受章
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〔生年月日〕大正13年6月30日 (57才〉

〔本籍 地〕東京都千代田区神田須田町 2丁目19

番地 3号

〔現住所〕東京都世田谷区砧 8丁目4番地11号

〔学 歴〕昭和20年 9月東京歯科医学専門学校

卒業

昭和28年 5月医学博士学位受領

〔職 歴〕昭和20年10月東京歯科医専副手

昭和40年12月東京歯科大学 口腔外科

学教室第 2講座主任教授

昭和52年11月東京歯科大学病院院長

昭和田年9月同大学千葉病院病院長



東京歯科大学千葉校舎引渡式行わる

学校法人東京歯科大学は去る 7月15日(水〉完成なった千葉校舎講堂において鹿島建設脚から鍵の

引渡しを受けた。

当日は法人役員，千葉校舎建設実行委員会委員及び鹿島建設側役員が出席し鹿島理事長，松宮学

長の挨拶の後鹿島建設輔の今井副社長の挨拶があり盛大に引渡しの式典が行なわれた。当日より千

葉校舎は当大学の管理の下に運営されることになった。

千葉病院開院式行わる

昭和56年9月1日(火〉午前9時より千葉病院の開院式が行われた。開院式は病院玄関における

鹿島理事長，松宮誠一学長，高木圭二郎副学長および千葉病院高橋庄二郎院長によるテ ープ・カッ

トと薬玉割りで始まった。次いでエントランスホールにおける理事長，学長および病院長の挨拶が

あった。この間早朝より当病院の開院を待った患者およそ60名が長い列を作った。ちなみに開院初

日に来院した患者は 313名であった。

千葉校舎開校式行わる

昭和56年9月1日(火〉午前10時より千葉校舎の体育館アリーナにおいて千葉校舎の開校式が行

われた。アリーナには進学課程 1年生より専門課程3年生までの全学生と専門課程4年生の代表学

生が集合し，進 ・専程の教授をはじめとする教員の列席のもと，金竹学監の司会で松宮誠一学長お

よび鹿島俊雄理事長の挨拶をもって開校式を滞りなく取り行った。また11時からは学生オリエンテ

ーシヨンが行われたが，午後 1時からはテレビスタジオと専程の大教室とを結ぶテレビ中継による

オリエンテーシヨンも行われた。

千葉校舎竣工式・竣工祝賀パーティー盛大に挙行さる

去る昭和56年11月7日(土)， 3万坪の校地に11棟の校舎，延 1万 6千坪の建物のある緑豊かな千

葉校舎の竣工式が行われた。

肌寒さを感じる小雨の朝であったが，午前9時よりの受付開始で竣工式の一日が始まった。 竣工

式に先立ち，午前10時より修抜式(清抜式〉が行われた。千葉病院のエン トランスホールに用意さ

れた祭壇脇の竹や標縄も空気を清めていた。エントランスホールに張られた紅白の幕の内には，大

学理事，鹿島建設関係者，大学教職員，同窓会役員，学生代表など 120名の列席者のもとで，それ

ぞれの代表が神前に進み，関係者ともども二礼二拍手一礼の儀をもって玉串を奉食した。

関係者の列席のもとで行われた修被式に次いで，講堂において竣工式が行われた。 7∞ 名を越す

出席者があり，講堂に入れなかった一部の方々は大教室で，講堂内の竣工式の様子を中継放映して

いるテレビで御覧いただいた。午前11時，高木圭二郎副学長の開会に始まり，施主代表挨拶が鹿島

俊雄理事長および松宮誠一学長よりあり，次いで、フロリダ大学歯学部，カロリンスカ大学歯学部，

廷世大学校歯科大学の各姉妹校代表の紹介が行われた。
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来賓祝詞は以下の各氏より頂いれた。

徳永正利参議院議長，文部大臣代理石橋一弥政務次官，厚生大臣代理石野清治事務次官，沼田武

千葉県知事，松井旭千葉市市長，日本歯科医師会々長代理窪田正夫常務理事，河漫清治東京歯科大

学同窓会々長，大川豊太郎東京歯科大学父兄会々長，藤田知義千葉県歯科医師会々長，坂登輝夫千

葉市歯科医師会々長。

また，鈴木善幸総理大臣，渡辺美智雄大蔵大臣，宮沢喜一内閣官房長官をはじめ多数の方からの

祝電が披露された。

次いで来賓紹介の後高木圭二郎理事より工事経過報告が行われ，感謝状が以下の各氏に贈呈され
守 R

，~。

鹿島建設株式会社石川六郎副社長，東京歯科大学同窓会河溢清治会長，東京歯科大学問窓会井上

真名誉会長，千葉校舎建設実行委員会代表春原定栄氏。

これに応え，鹿島建設株式会社の石川六郎氏が代表して謝辞を述べた。

12時30分高木圭二郎副学長の閉会のことばをもって竣工式を滞りなく終了した。

竣工式に引続き竣工祝賀パーティーへと移行したが，パーティー会場には人工芝の敷詰められた

体育館アリーナがあてられた。 750名を越す祝賀パーティー出席者の中で12時40分高木圭二郎理事

の司会による開会で，鹿島俊雄理事長，松宮誠一学長の挨拶に始まり，理事長および学長の両名に

よる鏡割した祝酒をもって井上真同窓会名誉会長の音頭で、乾盃が行われた。用意された木の香も新

しい升には「祝東京歯科大学千葉校舎竣工式 昭和56年11月7日」の文字も鮮かであった。御招

待申し上げた公職関係者，建設関係者および同窓関係者や大学関係者の祝いの宴はし、やが上にも盛

り上りをみせた。なおこの間適時学内見学を行っていただいたが，各部所には大学教職員が配置さ

れ，広い校内に迷わぬようにまた各質問に応じられるような体制をとった。日脚の速い晩秩のタ，

早朝からの小雨も上がり，翌日の創立90周年記念式典に相し、をはせながら午後 5時には竣工式の 1

日を閉じた。

創立90周年記念式典・記念祭歌披露・記念I¥.ーティー挙行さる

この毛1.，新生母校にくりひろげられた多彩な慶祝行事の結びを飾る東京歯科大学創立90周年記念

式典は，好天に恵まれた11月8日(日)午後 1時から大学講堂で盛大に催された。当日は，各界の来

賓をはじめ全国から集う父兄，同窓の数は千数百名に及んだ。式は，東京歯科大学合唱部の校歌合

唱に引き続き，式典小委員長金竹哲也学監の司会で開幕。高木圭二郎副学長の開会の辞では，松宮

誠一学長の勲二等瑞宝章叙勲の栄誉が披露され錦上花を添えた。厳粛な中にも和気漂う式場には松

宮誠一学長の式辞，鹿島俊雄理事長の挨拶が力強く響き渡った。ついで来賓各位から祝辞をいただ

いた。まず私立大学連盟会長大木金次郎青山学院学長に始まり，私立歯科大学協会長に代り副会長

の石川桑雄鶴見大学歯学部長，フロリダ大学アレン歯学部長，カロリンスカ大学エドワーノレ歯学部

長，延世大学校金用瑠歯科大学学長，日本歯科医師会山崎数男会長，東京歯科大学同窓会河漫清治

会長，同父兄会大川豊太郎会長と続き，こもごも本学の輝かしい歴史と伝統そして飛躍を讃えられ

た。また，各界からの祝電が披露された。

教職員 ・同窓物故者に対する黙祷のあと，永年勤続者表彰では，教員代表山本又雄教授，職員代

表武田栄勇事務部長補佐が理事長より表彰状と金一封をいただし、た。ちなみに20年以上勤続者は教

員40名，職員24名であった。法人関係功労者としては河村弘理事が代表となって表彰を受けた。次

に記念品は教職員代表高橋庄二郎千葉病院長，大学院生代表愛知徹也君，学生代表難波哲夫君，歯
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科衛生土専門学校学生代表和田美奈子嬢にそれぞれ贈呈された。

ここで再び合唱部が登場，全員これに和して「校旗は燦たり」を斉唱，佐藤新一理事の音頭で万

歳を三唱し万場母校の弥栄を祈念した。伊丹一男同窓会副会長による，やがて来たるべき創立 100

周年記念祝賀会での再会を約して，とのことばで式典は閉じられた。

さて，会場は一転し創立90周年記念祭歌の披露となった。斬新なデザインの円形ステ ージ一杯に

母校の混成合唱団(合唱指揮者栗原由紀夫君).管弦楽団(インスベクタ一山満君〉が出演，常任指

揮者団代俊文氏の指揮で「葺に聾える」が関根弘教授の紹介で発表された。終って作曲者高江洲義

寛，編作曲者新垣壬敏，指揮者団代俊文各氏に花束贈呈，さらに高江洲，新垣両氏に感謝状ならび

に記念品，また今回の歌調に応募された高江洲義矩，溝上隆男，安達康，相馬克巳，里見千和の各

氏を代表して高江洲義矩氏に中久喜 喬記念祭歌小委員長の介添で松宮誠一学長から記念カップが

渡され万場の拍手が湧いた。

記念祝賀会は，前日同様講堂隣の体育館 2階アリ ーナと ，さらに厚生棟前広場を加えた特設会場

に移して午後 3時から催された。祝宴小委員長高橋庄二郎千葉病院長の司会で，長谷川正康水道橋

病院長の開会の辞，鹿島俊雄理事長，松宮誠一学長の挨拶についで，河港清治同窓会長の乾杯で祝

賀パーティーは展開された。フロリダ大学歯学部シュリーフ副学部長，中華人民共和国同窓代表黄

群隼上海鉄道医学院教授の祝辞のあとは， OB丹沢朝彦氏の率いるパンド演奏が軽快なメロディ ー

を奏でる中，祝宴は絶高頂に達した。その盛況には学外来賓も目を見張るほどで，水道橋大家族主

義の意気軒昂を天下に顕示した。さしもの盛宴も名残りを惜しみつつ父兄会西山厳副会長の閉会の

ことばで帳は降ろされた。
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昭和57年度東京歯科大学入学試験案内

来年度の母校入学試験の出願期間，試験期日な

どは次のように決りました。詳細は直接入学試験

要項，要覧を取寄せてご覧下さし、。

昭和57年度東京歯科大学入学試験案内

修業年限 6年

2. 募集人員 160名

3. 受験手続

1) 提出書類

(1) 入学願書入学試験要項に綴込みのも

の。

(2) 受験票入学試験要項に綴込みのも

の。

(3) 写 真 脱帽3分身. 6カ月以内に

撮影したもの 3枚(縦 5cm

×横 4cm)。そのうち 2枚

は願書および受験票にのり

づけし，残りの l枚は裏面

に氏名を記入し，提出する

」と。

(4) 出身学校長 本調査書は入学願書 ・受験

の 調 査 書 票 ・受験料 ・写真と共に提

出することが望ましいが，

別に提出してもよし、。

なお，本調査書には，健

康の欄の記入が必要なの

で，あらかじめ出身校に問

合せ確認のこと。もし，記

入してない場合には，韻込

みの健康診断書を提出のこ

と。調査書提出の困難な廃

校羅災校の出身者は，それ

に代る証明書ならびに健康

診断書を提出のこと。

(5) 受験票送付 受験票の郵送を希望する者

用封筒は，添付の受験票送付用封

筒に宛名を記入し，切手

(書留速達料共510円〉貼付

の上，他の書類と共に提出

すること。
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(6) 健康診断書 入学試験要項に綴込みのも

のを用い，昭和55年3月以

前の高等学校卒業者のみ提

出のこと。

(7) 受験許可書就職中の者は就職先の受験

許可書を，他の学校に在学

中の者は学長または学校長

の受験許可書を添付するこ

と。

2) 受験料 30.000円

3) 提出期間昭和57年 1月5日(火〉から

昭和57年 1月23日(土〕まで

(日曜 ・祝日を除く)。

4. 入学試験

1) 試験内容

(1) 学科試験国語現代国語

(2) 小論文試験

(3) 適性試験

(4) 面接試験

数学数学(Iおよび][B) 

英語英語B

理科物理(lおよび][). 

化学(Iおよび][). 

生物(Iおよび1I)の

3科目のうち 2科目

を試験場で選択

(5) 健康診断色盲および強度色弱者は不

合格とする。ただし色弱者

の場合は，歯学教育を受

け，診療を行う上で支障の

ない限り差支えない。

2) 試験日時

(1) 学科試験 ・小論文試験 ・適性試験

期日 2月1日(月〉 ・2日(火〉

集合時間午前9時30分

時間割 2月1日(月〕

国語 10: 00~11 : 00 

数学 11: 30~12 : 50 

英語 13: 50~ 15 : 10 

T 一一一ー



2月2日(火〕

理 科 10: 00~ 12 : 00 

小 論 文 13: 00~14 : 20 

適性試験 14 : 50~ 15 : 50 

(2) 面接試験 ・健康診断

期日と集合時間

2月3日(水〉 ・4日(木〉 ・5日(金)

上記 3日間のうちで，大学の指定するい

ずれか 1日の午前または午後。願書受付時

受験票の裏面に記載指示する。

3) 試験場東京歯科大学(千葉校舎〉

5. 合格発表

1)日 時 2月10日(水〉午後4時

2) 掲示場所東京歯科大学基礎棟東入口

(千葉校舎〉

3) 発表方法合格者は受験番号を以て掲示

発表し，同時に合格通知を発

送する。補欠者は合格発表の

際に順位と受験番号を以て掲

示発表する。補欠者には合格

者に入学辞退が生じた場合，

文書を以て通知し，入学手続

きに必要な書類を送付する。

6. 合格者注意事項

合格者は学費として入学金その他，および父

兄会 ・学生会の委託により徴収する費用を期限

内に納めること。

1) 学 費入学時にのみ納入するもの

入学金 5∞，000円

歯学教育充実費 6，500，∞0円

毎年度納入するもの

授業料

施設維持費

メ午
cl 計

2) 父兄会 ・学生会関係費

父兄会関係

入 ぷ;z:;与Z 金

~ 費

2，000，000円

1， 500， 000円

10，500，000円

10，000円

14，000円
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貸与共済基金負担金 10，∞0円

傷害共済基金負担金 6，000円

学生会関係

入 2ヱ工h 金 7，000円

会 費 5，000円

-fr 計 52，∞0円

3) 納入期間

入 学 金 2月12日(金)から

2月20日(土)正午

まで

歯学教育充実費1
I 2月12日(金〉から

授 業料|
~ 2月27日(土〉正午

施設維持費 i
|まで

父兄会 ・学生会関係費 j

4) 寄付金

施設の整備充実等にあてるため任意の寄付

金を募集する。詳細は入学許可後に配布する

寄付金募集要項を参照されたい。

5) 優遇制度

(1)本学貸与奨学金制度， (2)本学父兄会貸与共

済制度， (3)本学父兄会傷害共済制度，仏)日本育

英会奨学制度， (5)その他の制度がある。

7. 宿舎の紹介

受験のため宿泊あっせんを希望する者は，入

学試験要項綴込みの宿泊申込用紙に必要事項を

記入し，宿泊料金と返信用切手60円を現金書留

封筒に同封のうえ， 1月23日(土にまでに下記

の申込先に郵送すること。

申込先 干280千葉県千葉市富士見2-2-1

日本交通公社千葉支庖

東京歯科大学受験宿泊あっせん

係

電話 0472(22)8485，(27)9221 

0入学試験要項東京歯科大学要覧をご入用の方は

東京歯科大学(千葉校舎〉教務課へ 1，500円

(郵送の場合は 350円分の切手を同封〉を添え

てお申し込み下さし、。なお水道橋校舎でも直接

受けとられる方にはお頒けしています。



昭和57年度東京歯科大学歯科衛生士専門学校入学試験案内

1. 修業年限 2年

2. 募集人員 40名

3. 出願期日 昭和57年 1月11日(月〕から昭和57

年 2月18日(木〉まで

窓口に直接差し出す場合は，日曜，祝祭日お

よび 2月12日(本学創立記念日〉を除き，午前

9時から午後3時まで，土曜日は12時まで。

(郵送は締切当日消印のものまでを有効とする〉

4. 出願場所

東京都千代田区三崎町2丁目 9番18号

東京歯科大学歯科衛生士専門学校事務室

03(262) 342l(内線)288

5. 提出書類

1. 入学願書(入学試験要項に綴り込みのもの〉

2. 健康診断証明書(入学試験要項に綴り込み

のもの〉

3. 写真2枚(脱帽 3分身，裏面に姓名記入，

撮影後6カ月以内のもの， 1枚は 9cmx5.5

cmに切って同封， もう 1枚は 4cmx3.5cm

にして願書に糊づけすること〉

4. 出身校等学校長の調査書

6. 棋験

(1) 学科

①国語 :現代国語 ②数学:数学I ③英語

:英語B

(2) 課題作文

(3) 面接

(4) 健康診断

7. 賦験日の期日と場所

2月25日は午前9時30分集合。

試験はすべて東京都千代田区三崎町 東京歯科

大学歯科衛生士専門学校で行なう。
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8. 合格者発表

02月27日 午後 3時:東京歯科大学正面玄関

(水道橋)

9. 参考事項

所在地と電話番号

干101 東京都千代田区三崎町 2丁目 9番目号

03(262)3421 (内線)288・269

入学時所要経費

区 分 | 入学時納入金 |忽学年時納

入学金 50，0∞円|

授業料 |年額 4∞，附 |年額 4∞，∞0円

設備費 I 50，000円I 50，000円

1(入会金 | 
|ヰ会費 5側 円 30;円i含む) <JJ VVV I JI 

合 計 I 5瓜 側 円I 453，0∞円

0入学後は上記の他に教材費，実習着代等が自

己負担となります。

。入学試験要項は水道橋の東京歯科大学歯科衛生

土専門学校教員室で 600円でお頒けしておりま

す。なお，郵送の場合は 670円を現金書留か郵

便為替でお送り下さし、。



支部のうごき

福岡県支部 (福陵会)

残暑酷しい 8月29，30日の両日， 56年度の福岡

県支部である福陵会懇親会を筑後川沿いの原鶴温

泉，ホテル小野屋に於て聞きました。福岡県は，

年に一度の総会の他に，県を東西南北の四地区に

分け，各地区の持ち廻りで親睦を旨とする懇親会

を聞く事にして居ります。今年度は西地区の担当

にて，新しい役員も変わった最初の行事として聞

かれました。会員21名，家族15名の参加で，宴会

は新婚ホヤホヤの新入会先生 (平川彰生，永江健

一夫妻〉カッフ。ルのアッアッムードの歌に当てら

れたり，栗田先生が，持参の扮装による隠し芸の

熱演や，カラオケの競演で，かつてない程の賑や

かさになりました。宴会後は，筑後川に，合計60

隻有余の鵜飼舟がくり出す中に混って， )11面に提

灯の灯りをゆるがし，鵜匠の巧みな手綱さばき

に，終りゆく夏の夜の情緒を楽しみました。翌日

は快晴。車を連ねて巨峰狩りに出発，甘い実をつ

まみながら，持ち切れない程のぶどうの房をおみ
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やげにし，又，焼物の里， 一の瀬焼きを鑑賞した

り，浮羽の里五葉山大正寺にて，精進料理を，作

法に従って賞味し， 日頃仕事一途な先生方も，各

々が食膳を運ぶ姿は，ちょっとした眺めで、した。

そして，記念撮映の後，来年の再会を約束して散

会致しました。皆さんの， 日頃の精進が良かった

のでしょう 。前日迄の心配された雨もあがり，絶

好の行楽日和りとなり，皆さんの協力と共に滞り

なく会を終る事が出来て何よりでした。

「袋かけぬ 小さきぶどうも 色づきぬ」和風

「同窓と 一夜酌み交う 鵜の宿り」

会員出席者名

字美房敏，深山博，北正明，川村泰造，帆足木五

郎，栗田哲次，高山正季，伊藤清水，永江敬之，

高石一秀，平川光昭，井口由彰，広田稔，三吉聖

一郎， 川嶋和宏，永江健一，広田種英，平)11彰生

原田忠彦，

(原因記)



一一一一一 支部のうこき

横浜北部 支部

去る 9月20日(日)，横浜北部支部(神奈川区，

港北区，緑区)の支部会員，家族および従業員の

親睦会が緑区の中山駅近くの平本栗林で行われ

た。当日早朝は前夜来の雨が多少残っていたが，

開会の午前11時頃からは雨もあがった。三島平左

衛門支部長の挨拶に始まり，高橋謙作神奈川県支

部連合会会長の挨拶があり ，当日御出席をいただ

いた河溢清治同窓会長の来賓挨拶から来賓の紹介

へと続いた。会役員やその家族 ・従業員の前日よ

りの準備で展開された生ビール，焼鳥，焼もろこ

し，おでん，焼そば，綿飴と盛り沢山の各模擬庖

に加えワインの出張サービスをも加えテントのま

わりで参会者各位は大いに親睦の実をあげてい

た。餅つきの杵の重さも忘れてついたつきたての

餅の味もまた格汚IJ。私設トイレまでを用意された

同会役員の配慮はこれにとどまらず，土に楽しむ

ことの少ない近頃の不満を満たしてくれるとでも

云うべき芋堀りを企画され，これには大人も子供

も時の過ぎるのを忘れて泥にまみれた。さらに子

供達のために用意されたお楽しみ袋をもらった子

供達のうれしそうな顔が印象的であった。河溢会

長，伊丹副会長，田熊圧三郎教授，藤田成孝神奈

川県民生部保険課技官，および緑区歯科医師会長

平柳武男先生をはじめ12名の来賓を含め 150名を

越す参加者は，薄陽のさす午後一同手に手に栗や

芋をたずさえて楽しい一日を振り返りながら帰途

についた。 (広報溝上記〉

東京地域支部連合会

東京地域支部連合会では10月2日，母校水道橋

校舎西別館会議室において，第 4回理事会を聞

き，先きに諮問されていた会則検討及び福祉共済

同委員会の答申について協議した。

会則については坂寛委員長より答申書の説明が

行われた。これによると改正案の主な内容は①東

京地域42支部を 6ブロックにわける(第 2条〉 ②

事業の中に医療保険に関する調査研究を設ける

(第 5条)③理事は10名以内に限定し 6名は各ブ

ロックの推せんとする(第6条〉④評議員制をと
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る (第7条〕⑤歯科医政連絡協議会を設ける (第

8条〕等で，理事会ではこれを了承し，第11回総

会 (11月27日開催予定〕の第 3号議案として上程

する。

福祉共済については山清委員長より答申書が読

み上げられ， グルー プ保険の運営費が解明された

事を了承， これを同窓会で報告，今後の共済運営

については協議事項として諮られる予定である。

(広報担当安藤三男)



クラス会だより

十
A
Q
一品四

小紙不二男君の急逝を悼む。

万人いづれも死ぬ事

を知り乍， 日頃元気な，

スポーツマンの君が，心

不全のために急逝された

事は，信じ難い驚きであ

り，唖然、として言葉も出

ない。最近君は，旧診療

所の隣りに，完備された，

診療所を新築された事を，引越の手伝いに伺っ

た孫からきいた。その時君は大変元気だったとの

事だった。歯学，医学を，志し最高の医術を修め

られた，御子息達と，これからの人生を，医人と

昭和 4年卒

して，なしとげた数々の業積を共に語り合う喜び

をたのしみにして居られたで、あろう事を想う時，

計らざりし君の死去は，ご遺族の上にも，十四会

にとっても，悲しい出来事である。過ぐる，卒業

50周年式典には，御夫人と同伴で出席され，旧友

と語り，記念写真におさまった君の姿は，来るべ

き卒業55周年式典には，亡き人の数に君を迎え

る，悲しい事となった。

この言卜報を手にした十四会員は，等しく君を追

憶し君のご冥福を祈りつつ，ご遺族の御多幸を

願って，深く黙躍を捧げ合掌したで・あろう。

小松不二男君よ，安らかに眠り給へ。11月10日

(高橋初太郎記〉

峰
A
Q
一品

正岡健夫君の追慕

“露の世は，露の世ながら，きりながら"一茶

正岡健夫君は去る 9月6日卒然として他界し

た。歯科界はもちろん，われわれクラスメートは

昭和15年卒

この偉才の急死を惜しんでやまない。

彼は14年の長きにわたって愛媛県歯科医師会長

の重責をよく果たし日本歯科医師会副会長も務

め，文字通り歯科界の信望をあつめた男であった

ことは衆知の事実である。

× × × × 

私たち仁蜂会のメンバーは昭和11年，即ち45年

前の春からの附合いであるが，彼とは当時水道橋

のとある食堂の一隅で 3時間近くも話した。話の

内容ははっきり憶えていないが，お互に春秋に富

む頃で，未来像を追った楽しい時間だった。激し

い戦時動乱をくぐって彼と再会したのは日歯会館

に愛媛県歯会長として上京した，多分昭和40年頃

だったか，以来日歯会館ではしばしば会ってい

7こ。

× × × × 
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一一一一 クラス会だより

パリで30分程じっくり話し合ったのが彼との最

後の機会になった。一昨年秋. FD 1パリ大会に

日本歯科医師会代表団長として出席した彼と，例

のごとく私は歯科ベン FDI旅行団を引卒してい

ったので，セーヌ河畔の喫茶庖で，そぼ降る秋雨

の街を眺めながらの旧懐談だった。

今，一葉の写真を前にしている。パリ臨ーとい

われるジョジルサンクホテルで、行なわれたノミーテ

ィーでブラウン FDI会長(ドイツ〉や高添君(

東歯大教授〕と私たちのスナップである。ブラウ

ン会長はFDI幹部の中で私の最も親しい気心の

合った人だったが，昨年 1月鬼籍に入られた。 私

は正岡君がクラスメートである悦びをーしお味わ

った。彼がその時多忙のため，私の同郷同士の弟

子丸泰仙師(パリの禅僧として高名〉のベルネテ

ィ禅堂に案内できず，まことに残念だったことな

ど思い出した。

× × × × 

彼は長年「金石文」研究に凝り，愛媛県金石文

誌を刊行したが，仏教の篤信家で毎日般若心経の

写経をしていたので，会うたひYこ仏教の話に花が

咲いたものだった。

何年か前，私が満岡文太郎氏の参議院選挙の前

に愛媛県歯会館で講演するため松山を訪れたとき

も地元のお寺を案内してくれたことなど追想して

いる。彼は温厚質実な中に素晴らしい卓見を有し

ていた数少ない人材であった。

× × × × 

私は『仁蜂』卒業40周年記念誌から， 一味ちが

った風格の彼の一文を抜牽して， 心から悼意を表

しk_¥，、。

ろくに勉強もせず孤独で過ごした自分は，歯

科の道に入ったことを後悔しつづけて卒業し

た。そして戦渦の中にまきこまれ，幾春秋の青

春を空費し，南海の孤島の停虜生活の中に，身

も心も打ちさいなまれて，焼けただれた故国に

帰ったのは，三十いくつか，今でもはっきりし

ない。あれから三十年，火宅の中の営み，血な

まぐさいまでの生活環境であった。

臨床家として不適当であると，自らを評価し

て，いつのまにか「会」とし、う組織のお世話を

する身となった。思い出すと汗顔の到りである。

ハット気付いたときには，六十の坂も越え，

頭には殆んど霜を裁き，秀麗と観じた吾妻も，

既に晩秋の景色，子供も六人，孫も十二名，私

たち夫婦と嫁を合算すると二六名とし、う大勢力

となった。金もなければ，なんにもない。生命

だけが沢山になった。

余生幾ばくか。でも桜の花を見ては胸を高な

らせ，春宵を千金と評価 した頃を，時あっては，

今でも老愁の夢に訴え，今日も生きる現実を，

朝のめざめに感謝する，この頃である。

時に卒後四十周年という 。孤独の中に人一倍

のロマンを夢みて，また一つの馬齢を加えた。

一つぶの種が，四十八の臨を輝やかせる注目の

人となった。

何をやらせても後まわしの，智恵おくれの私

をおゆるし下さい。

(堤敏郎記)

51 期
A
Q
一品

1 )幹事交代と次期幹事の紹介

年内一杯で任期満了のため先般幹事会で人選を

協議した結果，次期幹事が次の様に決定した。任

期中の好意と友情に深謝したい。1) 代表幹事 :

酒井惣一郎2) 副代表幹事 :早川嘉彦3) 総務担

当幹事 :橋本元，増田 一，中村毅，鶴岡清

昭和20年 9月草

-4) 会計担当幹事 :二日市光郎5) 監事 :桜井

正。来年度から前述のスタッフで執行，伺卒倍

旧の御協力と御支援をお願いしたし、。次号に抱負

を掲載。乞う御期待/

ll)昭和57年度51期会総会開催の予告

先般51期会報で通知した様に来年の総会は中京
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地区愛知県ブロック代表名古屋の中川君.川崎君

のお世話で開催されるので計画の全行程を掲載し

ます。

1) 期日 :昭和57年 5月下旬の予定

2) 場所 :近鉄名古屋駅前集合

3) 日次 :2泊3日の日程

4) 行程 :第 1日=近鉄名古屋(特急〉一賢島

泊，総会と懇親会開催。第2日=賢島一鳥羽，真

珠島一伊勢神宮一松阪市内一湯の山温泉泊。第3

日=ホテル前一御在所山上公園一桑名市内一名古

屋駅(午後解散)。大体以上の様な行程で開催され

ますが，いずれ具体的な最終決定の通知が学友諸

兄宛に届 くものと思います。さて中京地区の学友

安倍君，桜井 (真〉君，井本君， 三宅君，三重県

四日市の門脇君，熊野の斉藤 (仁〕君等には何卒

中川君と川崎君を中心に積極的な協力をお願L、し

ます。又全国学友諸兄と五十華会の奥様も数多く

参加されたい。特に関西地区と中部地区の学友及

び来年還暦祝の学友24名は是非出席される様に/

目〉学友小沼田郎君の消息、

去る 9月3日に突然高血圧症による脳血栓で倒

れ台東区永寿総合病院に入院加療中の由51期会よ

り御見舞を送付しました。 目下退院し自宅療養中

です。小沼君の一日も早く快方に向われるのを心

から祈念したい。 (鶴岡記〕

+ 葉月
A
Q
一品 昭和37年卒

水道橋で単立った十期会も，来春には満20年を

迎えること になる。母校の水道橋の専門課程は千

葉の新しいキャンパスへ移転となり，懐しい水道

橋も変りつつあ ります。

また，来る11月には，母校は創立90周年事業を

開催することにな っている。この様な時期の 6月

27日，全国から同期の旧友が馳せ参じて来た。場

所は熱海，伊豆山の閑静な宿「桃李境」に元気発

刺な，面々が顔を合せての，歓談が尽きなかっ

た。

当日午後 4時からの総会では，各報告のあと，

20周年記念の件その他の協議事項が活発に行われ

た。総会後，かつてのクラス担任としてお世話に

なった母校の金竹哲也学監が御出席なされて母校

の近況についてお話しくださ った。特に学内外に

御繁忙の時期でお泊りする時間のないスケジュ ー

ルの中を，金竹先生御自身で撮影された千葉校舎

のスライド写真を混じえて一同に披露されてのお

話に，出席者全員が，感無量となった。

十期会の面々も40代のほぼ中堅に有り，全国各

地で歯科医療人としての中核的存在で活躍してい

る様である。それだけに各地域に在ってその責任
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の重みも倍加してこよう 。その反映として，母校

の発展に期待する声はこれま で以上に強烈なもの

が感じられた。人間誰しも，歳月の流れの中に自

己を発見するのであるが，母校の歴史の歳月を想

うと，又医療人としての自分の胸の内に訴えて来

るものがある。そんな想いのせいか，その夜は，

いつ尽きるともない語らいで更けていった。

翌朝は， ゴルフ同好者は，箱根へ，そして，参

加者一同東西南北へと又日常の生活の中に消えて

行った。 (山内 記〉

富 己
A
Q
一品

2年に 1回の“富己会"総会は前回東京より引

きつぎ 9月12日，新潟市で行いました。我ら県在

住8人は新潟の一流コースを楽しんでいただこう

と料理も酒も コ・ルフ場も，会費も一級にと 一年も

前から会員各氏へしつ つこいほどの誘いの手紙攻

勢に，総員45名集合。千葉校舎の状況を住井俊夫

君より聞く 。古来文人墨客が杖をとめ，創業維新

前夜といわれ粋人の間でその名を知られる天下の

鍋茶屋において地酒の一級“朝日 山"を一番の遠

路，松山からの西田久美君が樽をわり開宴，たま

たま座ったところが床柱で乾杯の命をうけた札幌

の杉本省三君いささか緊張ぎみ。来賓もなく，先

輩もなくすべて御同役コンパの雰囲気で伝統の料

理に越後のつベに南蛮えびと舌鼓，美妓の手踊り

に流石は本場と嘆戸しきりで最高潮。

総会 2日も前よりコ'ルフ愛好者の結束かたく 17

名来港。 日本海GC，紫雲寺GCとクラブを振い

すっかり新潟の夜に精通して幹事顔まけの活躍ぶ

り， 二次会，三次会が延々つづいて夜があけまし

た。

翌日日(日)新潟港より22億円もかけたという

昭和40年卒

御自慢の“ジェットフオイルおけさ"で佐渡へ。

島を一望する大佐渡スカイラインを通り佐渡金山

では 360年前の抗に流入の電動人形が当時の作業

を再現していておどろく 。尖閣湾ではイカの丸焼

きに食いつき沈む太陽に詩情をそそられ 「ホテル

大佐渡」に着く 。広く海外にもひびいた立浪会本

場の「佐渡おけさJi相川音頭」おもわず“へそ"

をおさえた鬼太鼓の勇壮な踊り，地元芸者さんか

ら手ほどきうけた手捌き足捌き，翌朝はすっかり

忘れていました。

翌日も晴天，真野御陵ときの郷，妙宣寺と廻り

コシヒカリ定食フルコ ースで打ちあげの中食。

飲んで食べて，揺られて新潟駅前で解散。

今回は家庭と職場で頑張っておられる石山，市
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川，赤堀，西国，藤森，北見姉の参加をおねがい

できましたことはより一層楽しい会となりまし

た。次回 2年後東海地区の皆様に引きつぐことに

決定。

クラス会だより 一一一一一

同級各位の御協力で新潟大会が無事終了するこ

とができました。ありがとうございました。

(富己会新潟県在住一同)

踏
A
Q
一品志 昭和41年卒

前略，秋到来，皆様方には益々御健勝にて御活躍

の事，お喜び申し上げます。

於て，両日，踏志会第16回総会が 9月18，19日

神奈川県在住の人達の骨折により盛大に開催され

ました。

18日(金)は名門戸塚ccにてゴルフ，天気はう

す曇りでコールフには汗もでぬ絶好のコンディショ

ンのもと ，遠く 北海道より馳せ参じた高間(旧姓

向山〉さんを始め，病癒えた伊沢(旧姓小幡〉さ

んの 2女性が参加し総勢19名の腕ならぬ 口くらべ

の1.5Rでした。結果は年の功で篠沢君が44.44H

18， NET70で優勝，BGは43.41の中条君， BB 

は高間さんにオーバードライフされ，頭に血がの

ぼった 61.50の藤井君でした。そして高橋君の用

意した賞品の山々に皆大喜びでした。 ゴルフ参加

者は，臼田，伊沢，黒田(光憧)，篠沢，傘原(保)，

角田，中条(正仁)，鈴木(捷治)，武田，柴山， 対

馬，高間，藤井，山口(弘一)，山本(和郎)，赤柴，

八百枝，高橋君，藍原でした。翌日は残念乍ら前

夜からの雨が降り続き，二日酔の目をしょぼつか

せながら宿泊のザ，ホテルヨコハマをあとに，

スにて一路鎌倉観光へと出発，前日のゴルフ組に

田中(紀夫)，令子夫妻，山本(芳隆)，井上，上田，

吉岡，五十嵐，寺木(旧姓鎌田)，武藤(旧姓長崎)，

安藤，石内，上原，笠井君達も加わり，吉岡君の

名司会のもと，各自の近況報告のうちに鎌倉八幡

宮に到着，五十嵐君の用意周到な色とりどりの笠

を持ち，参拝，次いで建長寺，円覚寺を見学の

後，縁切り寺として名高い東福寺にて，井上善定

和尚の当意即妙な説明に皆それぞれに感じ入って

いた様だった。そして昼食は寺の前にある松ヶ岡

で‘会席弁当で、腹を満たした。この頃より皆の普段

の行いのお蔭か天気も回復し 2日酔組も元気を回

復，午後の銭洗弁天では，丁度己の日でこの 日に

参拝すると，福徳、利益を招くとの事，皆大張切 り

で倍にも 3倍にもとお金を洗っていた。その後，

鎌倉江の島の海岸道路にてドライブを楽しみ，帰

路横浜の外人墓地等異国情緒を味わい，学生時代

そのままのパス旅行でした。

いよいよメ ーンの総会が中華街の名で全国に知

れるその中でも冠たる万珍楼にて見明，東両先生

をお迎えして盛大なうちに行われました。全員そ

ろったところで記念撮影後角田君の司会により総

会が聞かれ，まず会長藍原の挨拶があり ，56年度
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の報告をして，①現在副会長，上竹，臼田，幹事

として安藤，青木，河村，神谷，柴山君等に骨折

願っており，役員会を 2回行った事，②かつて同

級であった謝君の御逝去が報告され，ひき続き，安

藤君より，会計報告がなされ現在残高が1.565， 278 

円，との報告され，承認され，万場一致で引き続

き議事として S57年度の事業計画案として，次回

の総会を福岡県で開催されることが絶大なる拍手

のうちに決定された，又，名薄作成の件と57年度

予算案も承認され，手際よく総会が終了した。い

よいよ宴席となり，各テーブルに女性も加わり華

やいだところで、次期総会地と決定した福岡の橋本

君の音頭による乾杯，座も一段とにぎやかになり ，

テープルの美味， フカヒレの煮込や，ベキンダッ

クの皮料理に舌鼓をうち，舌の回転もなめらかに，

あちこちに話の花が咲いて，夜のふけるのもあっ

と云う間，予定の閉会時聞をオーパー稲川君の音

頭による校歌の大合唱のうちに来年の再会を楽し

みに， 10時近くに 2次会組，麻雀組等それぞれ

の思L、を胸に散会した。 2次会組40名は，カラオ
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ケならぬピアノをパックにそれから夜の更けるの

も忘れ，大いに，歌い飲み話し，青春時代?を謡

歌し更に数名は翌朝ホテルに帰宿したようでホテ

ル係の武田君も大分頭を悩ましたようだった。

総会出席者は安藤，藍原，青木，井上，井本，

五十嵐，伊沢，石内，稲川，今仲，上回，上竹，

上原，臼田，i甫烏， 角田， 笠井， 笠原(保)，河

村， 川村，城所，衣松， 黒田(光)，小菅，佐藤(富

貴子)，佐藤(悠)，篠沢，紫山，進藤，鈴木(捷)，

鈴木(禎)，田中(紀)，田中(令子)，田中(勝)，田

中(良子)，高橋，高間，武田，中条(正)，対島，

寺木，中村，成田，橋本，林，広瀬，藤井，藤城

(鉄)，細田，本間， 真坂， 武藤， 八百枝， 山口

(弘)，山口(忠)，山口(英)， 山田，山本(和)，111 

本(芳)，吉岡，早稲田君達でした。

追伸 :CD名簿が出来ましたので同封致しました

が，変更もしくは誤りがありましたら，藍原まで

御連絡下さい。②維持会費 1万円，まだ末納の方

は至急，安藤君まで御送金下さし、。

(藍原記〉



へんしゅうこうき 一一一一一

.原稿応募規定

原稿締切りは奇数月の10日で，原則 として翌月発行の会報に掲載L、た します。

投稿は原稿用紙に積書きでお願いします(， 便筆などのご使用はご遠慮下さし ¥、 尚この会報専用の原稿

用紙 (22字 xlO行〕も準備してありますから，必要な時に請求して戴けば，お送りします。
随想，詩，短歌，時評など，寄稿は 1編 1.500字以内 ぐらい， クラス会だよりは 100~800 字程度でお

願いします。よろず告知板も，ご遠慮なく 御利用下さし、。

折角ご寄稿戴いても，規定字数合超える場合は，掲載し、たしかねることがありますのでご諒承下さレ。

「私のアルパム Jの材料などは， ほとんどの皆様がお持ちと思L、ます。簡単な文章をつけて是非ご提

供下さし、。また古い想い出の写真など，お貸し願って誌上で昔のよしみを温めたいと存じます。

原稿及び写真は原則としてご返却いたしませんが，特に貴重な写真などの場合はその旨お書き添え下

さればご返送申しあげます。

.へんしゅうこうき

会 母校関係の今年のビッグニュースはなんとい っても，千葉校舎の完成，大学の水道橋から稲毛への

移転でしょう 。 千葉校舎などとし、う言葉から受けるニュアンスよりも遁かに広大で，上品で， 調和の

とれた校舎群と， 整備された校庭空間が広がるキャンパスがそこに完成されています。さらに加えて

折しも創立90周年の記念式。

すばらしいとは聞いていたものの狭くて薄暗い水道橋の校舎しか知らなかった筆者には， 我が想像

力をはるかに超えた，そのあまりの見事さに驚きました。

立派な伝統という誇りに加えて， これからの私達同窓生には名実共に立派な母校という誇りが加わ

りました。 若ければ，あのキャンパスで，あの設備でもう 一度勉強し直したし、という声も聞かれます。

これからの学生諸君は幸せだと思います。

カ 本号には千葉校舎関係および創立 90周年記念式関係のカラー写真を掲載することができましたが，

まだ， 新しい千葉校舎のキャンパスを見学していない同窓の先生方の見学を是非おすすめします。 レ

ンズで見るのと肉眼で見るのとはまた別， 本物は本物の味がします。マスコミや世間から魔女狩り的

センスでいじめられている歯科界の私達に， 自信と誇りと勇気を与えてくれる母校の勇姿がそこにあ

ります。母校万才/祈母校の大発展/ (倉橋和啓記〉

広報担当理事:中村泰之，溝上隆男，松川健二，伊藤 哲，白崎源有，林 幹雄，馬嶋博，野上I1民平

広報部委員:中久喜喬，梅田昭夫，倉橋和啓，山本啓介，棲井善忠，薬師寺仁，松井恭平，林量一
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高輪と品川、ふたつのプリンスホラフレ
両プリンスホテルは、東京歯科大学同窓会の皆さまに特別サービスをご用意して、

ご利用をお待ちしています。

由緒ある日本庭園を配して縁の中に鯵まる高輪プリンスホテル。 都内でも有数の設1出ìi~誇るスポーツランドをはじめとして、のぴ

500の客室、10をこえる各種レストラン、パー。 つねにプリンスホ のびと楽しめる新しいタイプのホテル、品川プリンスホテル。ビジ

テルならではの、まごころをこめたおもてなしで内外のお客さまを オ、スでのご利用はもちろん、ご旅行にもご家族てのレシ、ヘ'ーにも

お迎えし、真のくつろぎを提供いたしております。 幅広〈、気軽にご利問いただきt':l、ホテルです。

.ご宿泊・

特別害1)引料金にでご平1)問いただけます。

ご予約は、会員専用の予約直iii!電話をご利用<t.ごさい。

高輸プリンスホテル (03)445・1855 品川プリンスホテル (03)449・3581

*上記専用電話以外のご予約につきましては、特別料金によるご宿泊は、できませんのでご了承ください。

.ご婚礼・

同窓会の皆さまと皆さまからご紹介レただいたご婚礼に対して、

各種のサービスがございます。

サービス遮用ホテルi主、高輪プリンスホテル・品川プリンスホテル・麻布プリンスホテノい白金プリンス迎賓館です。

*ご予約の擦は必ず東京歯科大学とお申出ください。

@高輪プリンスmテル @品JIJプリンスホテル
京都港区高給3-13-1⑤108TEL.(03)447-1111 
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金属焼付ポーセレン用金合金

KIKHARDD 
-硬度が210Hvと硬く、長いブリッジ・うすいクラウン

等にも最適です。

・流動性が優れており容易に鋳造できます。

.焼成回数を重ねてもメタルの変形はほとんどありません。

主成分 金73%・銀2.8%・白金13%・パラジウム9.7%

諸性質 ・j容融温度1240-1290
0

C ・比重17.8 ・鋳造収縮1.34

硬度Hv 引張強さ kg/mm イ申ぴ%

鋳造時 180 44 5 

グレーズ時 210 46 5 

硬化時 225 48 4 

KIKポーセレンの他VITA・CERAMCO等のポーセレンに使用できます。

后稿金属興業株式会枇



ーーーー歯科医 "の組合商社ー一一一ー

園 VOSHIDA

歴史が創り上げたユニットの傑作。

詳しい資料は下記へご縞求〈ださい.

吋〉閉会笠3~'1'
<!!!>IIO東京都台東区上野7-6-9念日3-845-2911附

+オ東主主会社吉田製作所
<!!!>130東京都墨田区江東橋1-3-6ft03-63卜21





健保採用

能
一

の
一機
一
ト

ヘ
一的
一つ
一ン

則
一も
メ

を
一包

米国特許 4146606 
英国特許 1574687 

HY・BONDカJレボセメント

1.強力な援着性

2.すぐれた辺縁封鎖性

3.より向上しだ物性

4.改善された操作性

HY・BONDジンクセメント

1.すぐれた合着性能

2.よりよい辺縁漏洩の抑制作用

組固胸歯製造脈式会社
本社/〒的5車鶴市買山区福禰上高峰町11・TEL(075)561・1112(代費)

HY.・BO"D
PAT.PEND. 

お歯黒ガう蝕を予防し、かつ初期う蝕の進行を抑制し

ていたことは疑う余地もなく、その作用機j予を応用し

だフッ化ジ戸ンミン銀製剤は多くの臨床例によってそ

の刻周ガ高く評価されています。 HY材はこれらの研

究から生れだものでう蝕の予防、初期う蝕の進行抑制、

さらに象牙細管を羽鎖し、歯質を強化することガ期待

され、しかも黒変し広いという新しい機能をもつもの

です。100年近いセメントの歴史を変える HY材を配合

しだ新しいHY-BONO力ルボセメント、 HY-BONOジ

ンクセメントガ誕生しましだ。

HY-BONDカルポセメント

粉 125 g入・・・1 紙練板・・・・・・・・・ オ

漉 70g入 ・・イ ス パ チ ユ ラ… 1
粉量言十…・・・・・ オ

HY-BONDジンクセメント
粉 125g入 ・・・1 粉量計・・・・・・・・守
濯 100g入 ・ーオ



より速しより正確に、より楽に歯科診療をすすめていただくための

スペースラインの使い易きが、%くの先生方によって ~~í止されています。
最新の電子技術で内部のメカニズムをグレードアッフ二

さらに、ノfキュームフィノレターがハウジング.のタト f~IJについて

メンテナンスが楽になりました。

ρ匂勧STANDARD

槽aY畠 H司E宅，弓../東京都台東区上野 2丁目 11番13号〒 110~(03)834 6161/大阪・吹田市垂水町 3丁目 33番目号干564~( 06 )380-2525 
北海道念(011)7423507・名古屋合(052)741 546 1 ・ 京都合( 075)24 卜 3131 ・順恵国r~ ( 06 )2引 2525 広島倉( 0822 ) 91 - 3531 ・福岡宮( 092) 411 - 9162 ・北九州包 ( 093 ) 921 - 531
盛岡 ・仙台 ・新渇 ・植，兵 ・静岡 ・舷主主・金沢 ・滋賀 ・字，台 ・富津 ・和歌山 ・田辺 ・神戸 ・岡山 ・米子 ・高松 ・徳島 ・熊本 ・長崎 ・宮崎 ・鹿児島

幡町畠位 司E~9JfS1f~j.祈 京都市伏見区東，兵南町680番i也 〒612 ~(075) 61 卜 2141 /京都府久世郡久御山町大字市田小字新珠械 190 〒613 宜主 ( 0774)43- 75 !

構自位司~~9東京製作戸后 埼玉県与野市上落合355 干338 ~ ( 0488)52-1315 



相性ひ。ったり・ベリロイド
ベリロイド〈スティック〉は、ベリコールアローマ/ベリコールアローマ〈グリーン〉と

コンビで使う連合印象用寒天で乱

いま、子軽な精密印象法として話題の

寒天とアノレジオ、ー卜印象材による連合印象法一一一

二つの印象材の相性の良否が精度や使い易さを、

大きく左右する点にもご注目ください。

l子評=ベリコールアローマ

/ベリコールアローマ〈グリーン〉との

相性を考えて開発されたベリロイト二

抜群の接着性、適度な流動性とコシの強さ、

G C  

そして識別容易な色調一一一 効嵐 広えテイツク>--
どこから見ても、 生まれながらの名コンビで丈 寒天印象材則シリンジ

べリシリシ~<スティック用〉

織 而至歯科工業株式会社福ゐ己記
~(' 同Y 〒 113 Jl(J，m文京医本郷3-2-14TeI.03(815)1511 東京

おIUJぃ合わせ先 ・北海道DlC01l(271)7373(代) ・東北DIC0222(71)8757(伏) ・名古出DlC052 (703) 3231 (代) ・大阪DlC06(77I)4682(代) ・広角DlC0822(55) 1771 (代)

・九州DlC092(441) 1286(代) ・新潟出張所0252(84) 6622・徳島出銭所0886(25) 8244 ・長崎出張所0958(47) 6104・鹿児島出張所0992(68)0070



|歯科技工学科II鑓科銭工事修科|

-特色 ・特色

・ 東J;~~お科大学の教段~'I(による ，:":jJ交 本科は. l'射利J主1:I~のff.

でおt切な指導. 怖をイiする-nにIl!:に I~':j J主

・少 数精 鋭 1:義による例 別 指 将の1似 の専1"1教1'1をjj"い.特に

11"(. 臨床科11に ifi点を;i'I~ き.

・制"一以米凶家試験1000
0の')d/i. マンツーマン数行を11，出!氏

受験資格 dJi校卒業父は|司令ーの-n させる.

定 員 :50名

修業年限 2ヵ年 入学資格:山科技よ 1てのすそ

願書受付:12月 111 (火)より II?{利57年 怖を有する-n<外

1月2711(水)まで 国の資絡も-:'l;u)

入試期日:昭和57年 1Jl29 11 (令) 修業年限: 2ヵ年

筆記 ・x妓試験 定員:251'. 

昭和57年 1月3111(11)

面核 ・身体倹台

試験科 目:英語(A)・数学(1・IIA)I吋訴

(現代 ・古典 I甲)夫伎・l制緩

顧問東京歯科大学学長 松 宮 誠 一

言g 東京歯科技工専門学校
干141東京都品川区西五反図5-1-10(東急目蒲線不動前徒歩 2分) TEL03(492)4221lf司 ※入学案内干共1，000円(切手可)

;:17AL品 屯回診

曹日11
11

:"

J'ラエイト タフネス

-口腔内での耐変色性が非常に{憂れています 0

・縁端強度が充分あります。

・適合性が抜群てす。

・鋳造性が良〈、鋳肌も良好です0

・生体組織に対する税ヰIWI:がJ制作に

優れております。

⑮日:車埼京mZ7E日明 言芳)
吉岡歯材ピル2F 合 03(831 ) 7031 . 7033 


